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市市立立稚稚内内病病院院  



宗谷二次医療圏域は､北海道の最北に位置し､東部はオホーツク海､西部は日

本海、南部は上川･留萌及び網走地方に接し､北部は宗谷海峡を経てサハリン(旧

樺太)を望み､さらに日本海には利尻･礼文島があります｡ 

平成 21 年度までの総面積 4050.79 ㎢で､全道総面積の約 4.9％を占め､ほぼ

長崎県の面積に匹敵しておりましたが、支庁再編に伴い平成 22 年 4 月より新た

に留萌管内から幌延町が加入し、総面積は､4,625.09 ㎢で､全道総面積の約 5.5％

を占め､ほぼ京都府の面積に匹敵しており､東西 148.2 ㎞､南北 100 ㎞にも及ぶ広

範囲な医療圏域となっております。 

“市立稚内病院”は宗谷医療圏域における、センター病院であり圏域唯一の

総合病院かつ24時間365日眠ることのない二次救急告示病院として重要な役割

を担っております。 

 

◆ 医療施設 

区  分 病  院 一般診療所  

宗谷二次医療圏 11 49 （23） 

稚内市 3 18 （12） 

猿払村 1 3 （ 1） 

浜頓別町 1 3 （ 0） 

中頓別町 1 4 （ 1） 

枝幸町 2 6 （ 2） 

豊富町 1 2 （ 1） 

礼文町 － 3 （ 2） 

利尻町 1 2 （ 0） 

利尻富士町 － 4 （ 2） 

幌延町 1 4 （ 2） 

 一般診療所には、各施設等での診療所として登録を含む施設数である。 

 （ ）内の数字については、通常一般的に患者を診療している施設数である。 

※医療施設数は平成 21 年 12 月 1 日現在  北海道医療機能情報システムより抜粋 

 

◆ 医療従事者 

区  分 医 師 看護師等 薬剤師 臨床検査技師 診療放射線技師 

宗谷二次医療圏 84 488 19 23 22 

 ※医療施設数は平成21年6月末日現在  北海道医療機能情報システムより抜粋（常勤のみ） 
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　 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 昨年 差 合計 昨年 差
男 58 52 58 62 69 47 55 59 68 56 67 68 719 756 -37
女 61 48 51 57 67 59 48 47 50 42 41 48 619 630 -11
男 20 12 18 21 13 16 16 7 19 12 15 24 193 234 -41
女 15 11 9 16 6 9 14 17 13 10 8 10 138 147 -9
男 20 20 27 29 26 28 31 30 25 30 36 32 334 459 -125
女 17 18 19 32 14 16 15 12 19 24 25 28 239 405 -166
男 36 23 25 27 27 35 32 34 45 41 43 41 409 339 70
女 22 23 25 25 25 26 28 22 23 26 26 27 298 342 -44
男 19 15 17 14 16 11 13 11 20 17 21 21 195 231 -36
女 25 22 23 19 19 17 20 26 21 15 19 20 246 227 19
男 0 0 0
女 58 59 42 70 59 62 78 54 72 67 55 70 746 662 84
男 5 4 1 0 7 3 2 2 3 5 6 2 40 32 8
女 4 5 5 2 1 4 4 2 2 5 1 4 39 27 12
男 34 25 26 22 26 24 32 20 29 14 22 22 296 280 16
女 5 10 8 8 5 5 13 9 8 8 10 4 93 103 -10
男 3 8 8 1 2 10 9 6 6 5 5 5 68 94 -26
女 9 9 7 5 5 5 6 6 7 7 8 5 79 134 -55
男 11 13 16 7 6 3 3 6 8 6 6 5 90 185 -95
女 11 11 17 7 10 5 4 3 2 5 7 10 92 226 -134
男 8 12 17 12 13 7 13 13 13 13 8 14 143 34 109
女 3 7 11 8 7 9 9 9 10 11 12 13 109 30 79
男 214 184 213 195 205 184 206 188 236 199 229 234 2,487 2,644 -157
女 230 223 217 249 218 217 239 207 227 220 212 239 2,698 2,933 -235
計 444 407 430 444 423 401 445 395 463 419 441 473 5,185 5,577 -392

※退院数には転科による転出数が含まれる。

【コメント】
※昨年度より退院患者が392名減少.している。眼科の白内障患者と小児科の喘息患者の減少が影響している。
※昨年度と比較して耳鼻科、産婦人科が大きく増加している。耳鼻科は医師1名体制から2名体制に
　 拡充したことが患者数増に影響している。また、産婦人科は卵巣癌などの化学療法患者の増加が影響している。
　

耳鼻咽喉科 252

合 計 5,185 5,577 -392 100.0% (100.0%)

64 188 4.9% (1.1%)

眼 科 182 411 -229 3.5% (7.4%)

精神神経科 147 228 -81 2.8% (4.1%)

泌 尿 器 科 389 383 6 7.5% (6.9%)

皮 膚 科 79 59 20 1.5% (1.1%)

産 婦 人 科 746 662 84 14.4% (11.9%)

整 形 外 科 441 458 -17 8.5% (8.2%)

外 科 707 681 26 13.6% (12.2%)

小 児 科 573 864 -291 11.1% (15.5%)

循 環 器 科 331 381 -50 6.4% (6.8%)

()内は昨年度のデータ

《診療科別・月別・性別退院患者数》 H21年4月1日～Ｈ22年3月31日

患者構成比(昨年度)

内 科 1,338 1,386 -48 25.8% (24.8%)
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《診療科別・在院期間別退院患者数》

　 1日 2日 3-7日 8-10日 11-14日 15-30日 31-60日 61-90日
91-

180日
181-
365日

366日- 合  計
平均在院日数

（昨年度）
増減

70 54 286 173 185 342 163 41 22 2 1,338 18.7
(139) (62) (288) (175) (174) (343) (137) (44) (22) (2) (1,386) ( 17.6 )
10 8 147 24 37 67 30 6 2 331 13.2
(13) (11) (180) (31) (46) (70) (29) (1) (381) ( 11.5 )

46 41 365 78 19 19 5 573 6.1
(26) (82) (654) (80) (14) (5) (3) (864) ( 5.2 )

332 14 119 58 37 88 46 8 4 1 707 9.8
(334) (23) (87) (62) (39) (80) (41) (11) (4) (681) ( 9.3 )
3 26 82 29 34 116 104 38 8 1 441 27.0
(4) (31) (122) (34) (22) (106) (87) (38) (12) (2) (458) ( 25.8 )

37 75 293 215 45 53 23 4 1 746 9.2
(19) (72) (277) (183) (41) (49) (17) (3) (1) (662) ( 9.2 )

7 11 27 10 10 10 3 1 79 18.8
(4) (3) (19) (15) (4) (4) (7) (1) (2) (59) ( 16.1 )

12 13 162 46 37 86 24 6 3 389 13.2
(6) (15) (153) (44) (47) (82) (25) (5) (6) (383) ( 14.3 )

3 10 9 2 7 17 22 23 24 18 12 147 163.6
(6) (9) (27) (8) (10) (36) (41) (18) (35) (24) (14) (228) ( 200.9 )

4 88 89 1 182 6.2
(1) (20) (170) (212) (4) (4) (411) ( 6.5 )

2 36 125 54 17 15 2 1 252 7.3
(2) (2) (27) (24) (4) (2) (2) (1) (64) ( 9.9 )

512 278 1678 793 421 796 408 107 40 5 5,038 13.5
(548) (321) (1,977) (860) (395) (745) (348) (103) (47) (5) (5,349) ( 12.6 )
515 288 1,687 795 428 813 430 130 64 23 12 5,185 17.8
(554) (330) (2,004) (868) (405) (781) (389) (121) (82) (29) (14) (5,577) ( 20.3 )
9.9% 5.6% 32.5% 15.3% 8.3% 15.7% 8.3% 2.5% 1.2% 0.5% 0.2% 100%

(9.9%) (5.9%) (35.9%) (15.6%) (7.3%) (14.0%) (7.0%) (2.2%) (1.5%) (0.5%) (0.2%) (100%)

【コメント】
※在院期間別のデータを昨年度比較すると、患者数が大きく減少している期間は、3-7日（昨年度比84%）となっている。当該期間の小児科（昨年度比56%）と眼科（3-10日：昨年度比46%）の
　減少が目立っている。一方、増加している为な期間は15-60日（+6%）、耳鼻科の2-7日の在院期間で、患者数が大きく増加している（+460%）。
※昨年度の平均在院日数と比較してみると、一般病棟では0.9日延びており、精神病棟では37.3日短くなっている。10日以下の比較的在院日数が短い患者が減少したことが影響している。
※一般病棟で平均在院日数が最も長いのは整形外科、15日～60日（为に大腻骨骨折）の患者の比率が多い事が要因。

合 計 ▲ 2.5

患 者 構 成 比

()内は昨年度のデータ

平均在院日数=
一定期間の退院患者延入院日数

一定期間の退院患者数

眼 科 ▲ 0.3

耳 鼻 咽 喉 科 ▲ 2.6

一 般 病 棟 合 計 +0.9

皮 膚 科 +2.7

泌 尿 器 科 ▲ 1.1

精 神 神 経 科 ▲ 37.3

外 科 +0.5

整 形 外 科 +1.2

産 婦 人 科 +0.0

H21年4月1日～Ｈ22年3月31日

内 科 +1.1

循 環 器 科 +1.7

小 児 科 +0.9

0
400
800

1,200
1,600
2,000

1日 2日 3-7日 8-10日11-14日15-30日31-60日61-90日 91-

180日

181-

365日

21年度

20年度

在院期間別患者数

2



《診療科別・地域別退院患者数》

　
地域別
人口

人口1000人
対利用率

稚内市 1,115 (1,173) 236 (248) 386 (591) 578 (543) 299 (302) 477 (439) 63 (45) 294 (277) 105 (160) 128 (293) 198 (53) 3,879 (4,124) 74.8% (73.9%) 39,005 99.4

猿払村 47 (17) 18 (15) 33 (49) 9 (13) 16 (23) 35 (33) 8 (9) 4 (3) 7 (11) 3 (2) 180 (175) 3.5% (3.1%) 2,815 63.9

浜頓別町 2 (5) 4 (2) 1 (4) 11 (6) 8 (4) 2 (1) 4 (4) (5) 6 38 (31) 0.7% (0.6%) 4,159 9.1

中頓別町 1 1 1 (1) 1 (2) 4 (3) 0.1% (0.1%) 2,013 2.0

枝幸町 (1) 3 1 (2) 3 3 10 (3) 0.2% (0.1%) 9,260 1.1

豊富町 74 (70) 13 (26) 22 (55) 47 (32) 27 (38) 45 (40) 8 (3) 34 (39) 11 (12) 13 (28) 13 (2) 307 (345) 5.9% (6.2%) 4,511 68.1

礼文町 12 (11) 8 (10) 9 (14) 11 (13) 9 (11) 26 (30) 5 (7) 4 (7) 4 (12) 1 89 (115) 1.7% (2.1%) 3,051 29.2

利尻町 10 (6) 13 (15) 3 (11) 6 (14) 12 (16) 23 (12) 1 (1) 7 (10) 3 (5) 8 (13) 4 90 (103) 1.7% (1.8%) 2,489 36.2

利尻富士町 10 (9) 13 (21) 19 (12) 19 (9) 23 (13) 20 (17) 2 (4) 6 (7) 2 (6) 4 (14) 3 (2) 121 (114) 2.3% (2.0%) 2,949 41.0

遠別町 15 (6) 6 (11) 21 (29) 5 (1) 2 (5) 8 (3) 1 (1) 6 (4) (6) 2 (3) 6 (1) 72 (70) 1.4% (1.3%) 3,121 23.1

天塩町 13 (21) 14 (14) 30 (35) 13 (12) 13 (6) 23 (24) 1 (1) 11 (16) 4 (6) 8 (15) 3 (2) 133 (152) 2.6% (2.7%) 3,650 36.4

幌延町 28 (37) 7 (17) 21 (43) 9 (33) 13 (17) 28 (23) 2 (1) 14 (11) 1 (9) 7 (14) 7 (2) 137 (207) 2.6% (3.7%) 2,592 52.9

その他道内 9 (13) 2 (3) 17 (18) 3 (1) 4 (12) 32 (28) 1 (2) 1 (1) 3 (5) (3) 6 78 (86) 1.5% (1.5%)

道外 2 (14) 1 (1) 5 (5) 5 (5) 10 (6) 17 (8) 1 (1) 2 (3) 1 1 45 (43) 0.9% (0.8%)

国外 1 (3) (1) (1) (1) 1 2 (6) 0.1% (0.1%)

合計 1,338 (1,386) 331 (381) 573 (864) 707 (681) 441 (458) 746 (662) 79 (59) 389 (383) 147 (228) 182 (411) 252 (64) 5,185 (5,577) 100% (100%) 79,615

※稚内市が全体の7割以上を占めている。
　  しかし、人口1000人対利用率で見れば大きな差はない。人口の多さだと思われる。 赤枞…宗谷医療圏
※利尻町・利尻富士町・礼文町は2％ほどである。昨年度よりも比率は少ない。
※人口1000人対利用率では、稚内市、豊富町、猿払村、幌延町の順に多い。
※第2次医療圏の宗谷管内である浜頓別町、中頓別町、枝幸町はいずれも1％以下である。
　 しかし患者数自体は昨年度より増加している。
※稚内市と他市町村との診療科毎患者数割合では、内科、外科、耳鼻咽喉科、皮膚科の順に稚内市の割合が高くなっている。
※他市町村の割合が比較的高いのが整形外科、産婦人科、循環器科となっている。
※昨年度と比較してみると大きな変化は見られないが、耳鼻科の稚内市の割合は減少しているが、患者数では増加している。これは医師が2名体制になったが、
市内開業医の影響もあり、市外の患者の割合の方が大きく増加したものと思われる。
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《診療科別・年齢別退院患者数》

　

1歳未満 249 (274) (1) 2 251 (275) 4.8% (4.9%)
1歳～4歳 223 (372) 1 (5) 5 (3) 2 1 (7) 1 (1) 25 258 (388) 5.0% (7.0%)
5歳～9歳 56 (131) 8 (4) 8 (9) (1) 2 (2) 2 22 98 (147) 1.9% (2.6%)

10歳～14歳 35 (77) 5 (8) 15 (18) (2) 2 3 10 (2) 70 (107) 1.4% (1.9%)
15歳～19歳 11 (12) 9 (10) 7 (4) 9 (13) 13 (9) 1 (2) 6 (4) 5 (5) 7 (1) 68 (60) 1.3% (1.1%)
20歳～24歳 12 (22) 1 (1) 1 10 (4) 3 (7) 104 (91) 1 (1) 2 (1) 6 (8) 1 (3) 7 (5) 148 (143) 2.9% (2.6%)
25歳～29歳 16 (19) (4) 3 (2) 5 (14) 195 (190) 5 (1) 5 (2) 5 (5) (1) 11 (7) 245 (245) 4.7% (4.4%)
30歳～34歳 10 (13) 5 (14) 22 (17) 187 (184) 3 (2) 4 (4) 5 (9) (1) 9 (2) 245 (246) 4.7% (4.4%)
35歳～39歳 27 (20) 3 (2) 9 (14) 17 (16) 122 (95) (1) 7 (4) 14 (22) 1 (3) 16 (8) 216 (185) 4.2% (3.3%)
40歳～44歳 21 (27) 5 (5) 17 (8) 9 (15) 32 (30) 1 (5) 4 (3) 10 (9) 2 13 (3) 114 (105) 2.2% (1.9%)
45歳～49歳 57 (43) 8 (11) 51 (63) 18 (15) 6 (10) 4 (1) 8 (6) 10 (16) (1) 14 (2) 176 (168) 3.4% (3.0%)
50歳～54歳 52 (69) 16 (24) 89 (58) 18 (28) 12 (6) 3 (4) 21 (18) 13 (17) 4 (7) 11 (2) 239 (233) 4.6% (4.2%)
55歳～59歳 81 (90) 28 (30) 30 (55) 36 (57) 27 4 (4) 27 (36) 24 (26) 8 (14) 19 (4) 284 (316) 5.4% (5.6%)
60歳～64歳 97 (100) 33 (47) 97 (113) 44 (32) 15 (5) 6 (3) 38 (45) 13 (28) 13 (30) 15 (4) 371 (407) 7.2% (7.3%)
65歳～69歳 130 (196) 42 (40) 97 (59) 34 (36) 2 (7) 9 (5) 55 (42) 11 (19) 17 (45) 26 (9) 423 (458) 8.2% (8.2%)
70歳～74歳 163 (172) 62 (63) 104 (87) 48 (41) 17 (11) 10 (6) 74 (67) 8 (20) 42 (92) 24 (3) 552 (562) 10.6% (10.1%)
75歳～79歳 223 (166) 36 (57) 92 (114) 48 (34) 12 (19) 6 (10) 69 (70) 6 (15) 49 (101) 14 (6) 555 (592) 10.7% (10.6%)
80歳～84歳 173 (172) 54 (39) 56 (44) 45 (44) 2 (2) 8 (5) 40 (47) 9 (14) 30 (75) 4 (6) 421 (448) 8.1% (8.0%)
85歳～89歳 146 (138) 24 (43) 18 (17) 34 (37) (1) 9 (2) 18 (18) 5 (10) 10 (33) 2 266 (299) 5.1% (5.4%)
90歳以上 119 (127) 19 (15) 8 (8) 23 (22) 5 (5) 5 (7) 3 (5) 2 (4) 1 185 (193) 3.6% (3.5%)

合計 1,338 (1,386) 331 (381) 573 (864) 707 (681) 441 (458) 746 (662) 79 (59) 389 (383) 147 (228) 182 (411) 252 (64) 5,185 (5,577) 100% (100%)
平均年齢 70.8 (69.7) 71.0 (69.9) 2.5 (3.1) 63.0 (62.9) 61.5 (59.0) 34.1 (33.2) 63.1 (62.1) 66.5 (67.1) 54.1 (57.3) 71.7 (73.2) 42.6 (51.1) 53.9 (52.6)
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《病棟別・月別退院患者数》
　
6F南 69 (36) 52 (40) 55 (43) 68 (45) 79 (37) 62 (35) 59 (49) 51 (34) 61 (37) 56 (36) 49 (27) 60 (34) 721 (453)
6F北 67 (56) 59 (74) 70 (67) 70 (75) 58 (69) 58 (59) 62 (80) 59 (63) 70 (82) 63 (73) 65 (58) 77 (81) 778 (837)
5F南 68 (78) 71 (57) 89 (74) 57 (88) 65 (63) 50 (60) 58 (68) 65 (57) 66 (76) 52 (58) 60 (71) 66 (63) 767 (813)
5F北 33 (47) 28 (61) 23 (62) 27 (65) 28 (69) 19 (51) 18 (88) 25 (66) 29 (73) 21 (55) 32 (65) 30 (65) 313 (767)
3F 96 (65) 80 (84) 83 (70) 80 (81) 82 (77) 88 (83) 104 (83) 84 (78) 102 (88) 86 (62) 101 (79) 94 (86) 1,080 (936)
4F 99 (111) 100 (143) 95 (141) 136 (151) 105 (137) 108 (137) 129 (145) 99 (141) 122 (141) 129 (90) 121 (90) 136 (116) 1,379 (1,543)

西2F 7 (12) 8 (9) 8 (10) 4 (12) 2 (12) 8 (14) 8 (14) 7 (18) 7 (15) 5 (3) 8 (9) 5 (11) 77 (139)
西3F 5 (10) 9 (7) 7 (4) 2 (10) 5 (6) 7 (11) 7 (14) 5 (4) 6 (3) 7 (7) 5 (6) 5 (7) 70 (89)
合計 444 (415) 407 (475) 430 (471) 444 (527) 424 (470) 400 (450) 445 (541) 395 (461) 463 (515) 419 (384) 441 (405) 473 (463) 5,185 (5,577)

《病棟別・在院期間別退院患者数》
　
6F南 36 (3) 35 (10) 150 (51) 115 (38) 113 (44) 192 (147) 62 (96) 15 (38) 3 (23) 0 (3) 0 (0) 721 (453) 15.4 (32.1)
6F北 43 (89) 31 (37) 287 (284) 97 (96) 104 (116) 146 (160) 61 (49) 8 (2) 1 (3) 0 (1) 0 (0) 778 (837) 12.0 (11.4)
5F南 4 (9) 39 (52) 276 (266) 160 (211) 46 (30) 119 (112) 87 (85) 31 (37) 5 (10) 0 (1) 0 (0) 767 (813) 16.1 (16.8)
5F北 1 (65) 3 (34) 7 (224) 9 (101) 16 (101) 95 (179) 108 (47) 41 (12) 28 (4) 5 (0) 0 (0) 313 (767) 45.9 (13.3)
3F 345 (337) 28 (32) 280 (207) 109 (150) 75 (49) 171 (93) 62 (51) 8 (11) 2 (6) 0 (0) 0 (0) 1,080 (936) 9.6 (9.2)
4F 83 (45) 142 (156) 678 (945) 303 (264) 67 (55) 73 (54) 28 (20) 4 (3) 1 (1) 0 (0) 0 (0) 1,379 (1,543) 7.7 (6.9)

西2F 3 (6) 7 (9) 5 (22) 1 (7) 3 (6) 7 (21) 10 (17) 13 (10) 14 (13) 9 (17) 5 (11) 77 (139) 109.4 (246.4)
西3F 0 (0) 3 (0) 4 (5) 1 (1) 4 (4) 10 (15) 12 (24) 10 (8) 10 (22) 9 (7) 7 (3) 70 (89) 223.2 (129.8)
合  計 515 (554) 288 (330) 1,687 (2,004) 795 (868) 428 (405) 813 (781) 430 (389) 130 (121) 64 (82) 23 (29) 12 (14) 5,185 (5,577) 17.8 (20.3)

【コメント】
※21年度は病棟再編を行っている。下記の病棟に関しては、入院患者の疾患構成が変わっているため、前年比較（）で大きな差異が生じている。
・6Ｆ南（障害者病棟）：内科　→（一般病棟）：内科、皮膚科
・5階北（一般病棟）：内科、泌尿器科　→（障害者病棟）内科、整形、泌尿器科、外科
・3Ｆ（一般病棟）：外科、皮膚科、内科　→（一般病棟）：外科、泌尿器科

平均在院日数

（）内は昨年度のデータ

31-60日 61-90日 91-180日 181-365日 366日- 合計

1月 2月 3月 合計

1日 2日 3-7日 8-10日 11-14日 15-30日

H21年4月1日～Ｈ22年3月31日
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《疾病別・診療科別・退院患者数》

※ＩＣＤ大分類項目別統計

内

科

循

環

器

科

小

児

科

外

科

整

形

外

科

産

婦

人

科

皮

膚

科

泌

尿

器

科

精

神

科

眼

科

耳

鼻

科

合

計

患
者
構
成
比

66 60 6 6 22 10 170 3.3%
(52) (154) (6) (5) (8) (1) (2) (228) (4.1%)

340 18 462 7 100 5 172 15 1,119 21.6%
(384) (1) (8) (349) (5) (61) (5) (144) (6) (963) (17.3%)
27 2 4 1 34 0.7%
(23) (3) (1) (5) (1) (33) (0.6%)

81 6 5 1 2 1 1 97 1.9%
(89) (7) (5) (2) (3) (1) (3) (1) (2) (113) (2.0%)
3 1 7 140 151 2.9%
(15) (1) (11) (207) (234) (4.2%)
4 13 1 4 1 2 4 18 47 0.9%
(18) (19) (1) (7) (11) (12) (68) (1.2%)
1 181 2 184 3.5%

(1) (403) (404) (7.2%)
5 4 91 100 1.9%

(3) (5) (18) (26) (0.5%)
52 311 5 7 1 1 377 7.3%
(60) (334) (4) (7) (1) (7) (3) (416) (7.5%)

312 1 242 15 4 84 658 12.7%
(287) (8) (421) (10) (1) (2) (19) (748) (13.3%)
375 8 187 1 4 1 1 5 582 11.2%
(315) (1) (16) (180) (4) (4) (1) (521) (9.3%)
2 8 3 30 43 0.8%

(2) (8) (2) (5) (31) (1) (49) (0.9%)
19 3 77 1 100 1.9%
(12) (2) (64) (2) (1) (81) (1.5%)

37 1 28 1 36 198 301 5.8%
(47) (3) (16) (6) (33) (189) (1) (295) (5.3%)

594 594 11.5%
(551) (551) (9.9%)

136 136 2.6%
(139) (139) (2.5%)
12 1 1 1 15 0.3%

(1) (17) (1) (4) (23) (0.4%)
1 18 1 7 27 0.5%
(15) (3) (25) (4) (2) (1) (1) (4) (55) (1.0%)

12 9 2 28 347 2 17 8 3 1 20 449 8.7%
(20) (10) (7) (27) (367) (1) (12) (14) (3) (4) (1) (466) (8.4%)

1 1
(43) (13) (3) (86) (4) (14) (1) (164) (2.9%)

1,338 331 573 707 441 746 79 389 147 182 252 5,185
(1,386) (381) (864) (681) (458) (662) (59) (383) (228) (411) (64) (5,577)

100%

21 健康状態に影響をおよぼす要因および保健サービスの利用（Z00-Z99）

22 特殊目的用コード（U00-U99）

合　　　計

18 症状，徴候および異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの
（R00-R99）

19 損傷，中每およびその他の外因の影響（S00-T98）

20 疾病および死亡の外因（V01-Y98）

15 妊娠，分娩および産じょく＜褥＞（O00-O99）

16 周産期に発生した病態（P00-P96）

17 先天奇形，変形および染色体異常（Q00-Q99）

12 皮膚および皮下組織の疾患（L00-L99）

13 筋骨格系および結合組織の疾患（M00-M99）

14 尿路性器系の疾患（N00-N99）

9 循環器系の疾患（I00-I99）

10 呼吸器系の疾患（J00-J99）

11 消化器系の疾患（K00-K93）

6 神経系の疾患（G00-G90）

7 眼および付属器の疾患（H00-H59）

8 耳および乳様突起の疾患（H60-H95）

3 血液および造血器の疾患ならびに免疫機構の障害（D50-D89）

4 内分泌，栄養および代謝疾患（E00-E90）

5 精神および行動の障害（F00-F90）

（）内は昨年度のデータ

【平成21年4月1日～平成22年3月31日】

疾病分類

1 感染症および寄生虫症（A00-B99）

2 新生物（C00-D48）
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(448) (299) (193) (5,577) (52.6)

（）内は昨年度のデータ

(233) (316) (407) (458) (562) (592)(143) (245) (246) (185) (105) (168)

421 266 185 5,185 53.9

(275) (388) (147) (107) (60)

239 284 371 423 552 555148 245 245 216 114 176
(0) (0) (0)

合計
251 258 98 70 68

(0) (0) (0) (0) (0) (0)(0) (0) (0) (0) (0) (0)(0) (0) (0) (0) (0) (0)
0 0 0 0 00 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0

0

22 特殊目的用コード（U00-U99）
0 0 0 0

(3) (2) (164) (61.5)(12) (20) (31) (21) (21) (3)(0) (1) (5) (3) (26) (12)(2) (0) (1) (0) (1) (0)
0 0 0 0 1 62.00 0 0 1 0 00 0 0 0 0 0

(0) (0) 0

21
健康状態に影響をおよぼす要
因および保健サービスの利用
（Z00-Z99）

0 0 0 0
(0) (0) (0) (0) (0) (0)(0) (0) (0) (0) (0) (0)(0) (0) (0) (0) (0) (0)

0 0 0 0 00 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0
(39) (23) (467) (58.3)

20
疾病および死亡の外因
（V01-Y98）

0 0 0 0
(52) (30) (33) (39) (33) (52)(16) (14) (14) (14) (15) (31)(3) (8) (8) (14) (17) (12)

42 46 32 25 449 59.217 18 37 44 33 4312 7 8 23 15 10
0

19
損傷，中每およびその他の外因
の影響（S00-T98）

0 11 9 17

(5) (1) (7) (2) (55) (40.0)(1) (0) (0) (2) (4) (5)(0) (1) (1) (0) (0) (1)
0 0 0 2 27 24.10 0 1 1 0 40 0 1 0 0 0

18
症状，徴候および異常臨床所
見・異常検査所見で他に分類さ
れないもの（R00-R99）

4 14 0 0
(3) (19) (2) (1)

(0) (2) (0) (0) (23) (8.4)(0) (0) (0) (0) (0) (0)(0) (0) (0) (0) (0) (0)
0 0 0 0 15 5.10 0 0 1 0 00 0 0 0 0 0

17
先天奇形，変形および染色体異
常（Q00-Q99）

7 7 0 0
(11) (8) (2) (0)

(0) (0) (0) (0) (0) (0)(0) (0) (0) (0) (0) (0)(137) (2) (0) (0) (0) (0)
0 0 0 136 0.0

(0) (0) (139) (0.0)
0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0

(0) (551) (29.7)

16
周産期に発生した病態
（P00-P96）

135 1 0 0 0
(0) (0) (0) (0) (0) (0)(174) (84) (18) (1) (0) (0)

0 594 29.8
(0) (0) (0) (0) (7) (85) (182)

0 0 0 0 0 0173 109 19 0 0 0
(62.7)

15
妊娠，分娩および産じょく＜褥
＞（O00-O99）

0 0 0 0 11 98 184
(39) (33) (32) (21) (18) (295)(6) (10) (8) (20) (27) (32)

57.2
(5) (7) (4) (3) (6) (3) (5) (11) (5)

31 33 26 21 12 3017 8 23 18 20 286 8 5 10 8 13
(8) (4) (4) (81) (61.4)

14 尿路性器系の疾患（N00-N99）
14 7 3

(4) (8) (9) (9) (8) (9)(1) (1) (4) (3) (3) (1)
12 3 1 100 59.2

(1) (1) (0) (3) (0)
5 4 9 9 12 171 3 3 4 2 6

(3) (49) (50.5)

13
筋骨格系および結合組織の疾
患（M00-M99）

1 2 4 1 1
(3) (4) (3) (4) (3) (2)(2) (1) (4) (1) (4) (3)

3 43 56.3
(2) (5) (1) (2) (1) (0) (1)

1 4 4 4 3 61 0 1 3 1 2
(63.0)

12
皮膚および皮下組織の疾患
（L00-L99）

2 2 2 3 1 0 0
(63) (79) (56) (28) (21) (521)(11) (17) (26) (40) (51) (54)

64.2
(3) (15) (5) (8) (3) (8) (5) (13) (15)

71 104 75 38 12 58222 20 30 42 45 518 9 10 3 7 20
(43) (62) (48) (749) (33.2)

11 消化器系の疾患（K00-K93）
0 7 8

(15) (9) (14) (23) (34) (27)(8) (8) (8) (10) (9) (4)
48 61 61 658 44.3

(73) (224) (84) (37) (9)
17 16 21 24 33 519 9 8 17 12 8

(27) (416) (69.6)

10 呼吸器系の疾患（J00-J99）
59 137 39 16 12

(48) (44) (63) (65) (43) (39)(0) (4) (4) (11) (26) (31)
28 377 70.6

(0) (1) (0) (3) (1) (2) (4)
35 40 64 46 54 360 4 5 8 19 29

(47.8)

9 循環器系の疾患（I00-I99）
1 3 0 1 0 4 0

(2) (3) (1) (0) (0) (26)(1) (1) (0) (1) (3) (6)
44.9

(0) (5) (0) (1) (1) (0) (1) (0) (0)
10 7 5 3 1 1003 2 3 10 8 114 0 0 2 2 0

(74) (33) (4) (404) (73.5)

8
耳および乳様突起の疾患
（H60-H95）

3 15 11
(5) (14) (29) (45) (91) (101)(1) (0) (1) (3) (0) (1)

30 10 2 184 72.0
(0) (2) (0) (0) (0)

4 8 13 18 44 490 0 0 1 2 0
(3) (68) (46.1)

7
眼および付属器の疾患
（H00-H59）

0 1 2 0 0
(3) (8) (6) (8) (2) (0)(0) (2) (0) (3) (4) (5)

1 47 40.4
(2) (7) (4) (5) (3) (2) (1)

1 6 4 6 0 00 1 2 2 1 3
(54.6)

6 神経系の疾患（G00-G90）
2 8 4 4 0 0 2

(17) (14) (13) (12) (4) (234)(9) (16) (17) (26) (30) (16)
52.1

(0) (5) (2) (4) (3) (9) (5) (10) (22)
8 5 9 5 3 1518 10 15 23 12 120 4 6 5 5 14

(13) (7) (2) (113) (62.5)

5
精神および行動の障害
（F00-F90）

0 5 2
(10) (6) (10) (9) (18) (14)(3) (3) (2) (2) (3) (6)

6 7 6 97 61.3
(0) (1) (2) (2) (0)

6 8 9 7 11 121 3 1 3 3 8
(2) (33) (61.5)

4
内分泌，栄養および代謝疾患
（E00-E90）

0 3 0 2 1
(0) (4) (3) (7) (3) (2)(0) (0) (0) (2) (3) (1)

2 34 56.5
(0) (0) (2) (0) (1) (0) (3)

3 3 4 3 5 11 0 1 1 1 1
(66.9)

3
血液および造血器の疾患なら
びに免疫機構の障害（D50-
D89）

3 0 0 1 1 0 3
(144) (159) (94) (36) (25) (961)(12) (51) (66) (86) (121) (132)

65.8
(1) (4) (1) (4) (3) (2) (5) (4) (11)

201 162 95 36 20 1,11914 76 92 76 138 1661 2 1 6 6 11
(5) (4) (5) (228) (20.8)

2 新生物（C00-D48）
1 12 3

(2) (2) (7) (4) (6) (10)(6) (4) (2) (4) (7) (1)
7 7 6 170 39.3

(32) (74) (29) (20) (4)
4 6 9 11 8 146 6 7 4 3 7

90- 合計 平均年齢

1
感染症および寄生虫症
（A00-B99）

19 23 11 6 6
60-64 65-69 70-74 75-79 80-84 85-8930-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59

《疾病別・年齢別・退院患者数①》 H21年4月1日～H22年3月31日

年齢 0歳 1-4 5-9 10-14 15-19 20-24 25-29
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《疾病別・年齢別・退院患者数②》 ※厚生労働省：『疾病、傷害および死因統計分類提要　ＩＣＤ－10準拠』による疾病分類表・大分類

大分類（厚労省）　　／　　年齢階層 0 1-4 5-9 10-14 15-19 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60-64 65-69 70-74 75-79 80-84 85-89 90- 合計 増減

腸管感染症 12 18 9 5 5 4 3 5 3 1 3 1 1 1 6 3 3 2 85
A00-A09 (26) (55) (24) (20) (4) (3) (2) (2) (3) (7) (1) (1) (3) (1) (1) (4) (4) (3) (1) (165)

結核 2 2
A15-A19 (2) (2) (4)

皮膚及び粘膜の病変を伴うウイルス疾患 4 5 1 3 2 1 2 1 4 5 2 3 2 1 36
B00-B09 (5) (18) (4) (1) (1) (1) (2) (4) (1) (1) (1) (39)

真菌症 1 1
B35-B49
その他の感染症及び寄生虫症 3 2 1 1 1 1 2 3 4 3 7 3 3 6 1 2 3 46
A00-B99の残り (1) (1) (1) (1) (1) (1) (2) (4) (2) (3) (2) (1) (20)

胃の悪性新生物 3 2 1 1 1 20 18 14 17 14 7 4 102
C16 (2) (13) (2) (26) (16) (15) (9) (5) (3) (91)

結腸及び直腸の悪性新生物 33 43 16 37 32 82 44 33 10 5 335
C18-C20 (1) (35) (24) (24) (40) (22) (48) (38) (21) (6) (5) (264)
気管，気管支及び肺の悪性新生物 4 2 3 1 5 8 6 8 5 42
C33-C34 (3) (2) (7) (20) (12) (6) (13) (2) (3) (68)

その他の悪性新生物 5 1 1 1 3 2 29 41 53 72 92 87 73 30 9 10 509
C00-C15,C17,C21-C32,C37-C97 (1) (1) (1) (3) (1) (14) (33) (42) (64) (56) (58) (83) (48) (16) (11) (432)
良性新生物及びその他の新生物 1 7 3 2 5 3 8 10 9 5 3 8 19 10 22 10 5 1 131
D00-D48 (1) (4) (1) (3) (2) (2) (5) (3) (5) (11) (2) (6) (5) (8) (8) (10) (17) (3) (7) (3) (106)

貧血 1 1 1 1 2 4 2 5 1 18
D50-D64 (1) (1) (1) (1) (1) (2) (7) (2) (2) (2) (20)

その他の血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の 2 1 1 3 1 1 3 1 1 1 1 16
D65-D89 (2) (1) (2) (1) (2) (3) (1) (1) (13)

甲状腺障害 1 1
E00-E07 (2) (3) (1) (2) (1) (9)
糖尿病 2 1 2 1 3 2 7 6 6 8 6 10 9 4 4 2 73
E10-E14 (3) (3) (2) (2) (3) (4) (7) (6) (6) (7) (13) (8) (7) (2) (73)

その他の内分泌，栄養及び代謝疾患 3 1 1 1 2 1 1 1 3 2 3 4 23
E15-E90 (1) (2) (2) (3) (2) (3) (5) (6) (5) (2) (31)
統合失調症，統合失調症型障害及び妄想性障害 2 6 1 3 3 6 5 10 5 4 2 1 1 49
F20-F29 (1) (1) (4) (2) (8) (5) (11) (10) (2) (3) (1) (48)

気分［感情］障害（躁うつ病を含む） 1 2 2 7 2 2 8 6 2 5 1 1 1 40
F30-F39 (1) (1) (2) (3) (7) (4) (5) (6) (7) (3) (4) (5) (7) (2) (1) (58)

神経症性障害，ストレス関連障害及び身体表現性障 2 1 2 2 7
F40-F48 (1) (1) (2) (1) (1) (1) (1) (5) (3) (3) (1) (1) (21)
その他の精神及び行動の障害 5 2 1 3 4 3 1 2 5 5 3 5 3 7 3 3 55
F00-F19,F50-F99 (5) (2) (3) (1) (6) (1) (6) (11) (2) (3) (5) (7) (12) (7) (6) (6) (10) (10) (4) (107)

神経系の疾患 2 8 4 4 2 1 2 2 1 3 1 6 4 6 1 47
G00-G99 (2) (7) (4) (5) (3) (2) (1) (2) (3) (4) (5) (3) (8) (6) (8) (2) (3) (68)

白内障 1 2 4 7 10 16 41 45 26 8 2 162
H25-H26 (1) (1) (1) (4) (13) (28) (44) (84) (95) (70) (30) (4) (375)
その他の眼及び付属器の疾患 1 2 1 3 2 3 4 4 2 22
H00-H22,H27-H59 (2) (1) (2) (1) (1) (1) (1) (7) (6) (4) (3) (29)

外耳疾患 1 1
H60-H62
中耳炎 3 15 10 2 1 1 32
H65-H67 (5) (1) (6)

その他の中耳及び乳様突起の疾患 1 1 1 1 1 5
H68-H75
内耳疾患 1 1 3 2 2 9 6 10 9 4 5 3 1 56
H80-H83 (1) (1) (1) (3) (2) (1) (9)
その他の耳疾患 1 1 1 1 1 1 6
H90-H95 (1) (1) (1) (2) (3) (2) (1) (11)

その他の循環器系の疾患 1 2 1 1 1 2 3 4 5 5 5 1 1 32
I00,I02.9,I26,I28,I70-I99 (3) (1) (2) (1) (1) (1) (2) (2) (2) (7) (5) (27)

その他の心疾患（心疾患（高血圧性のものを除く）） 1 1 2 1 1 3 4 9 10 21 17 30 28 21 149
I01-I02.0,I05-I09,I27,I30-I52 (1) (1) (2) (3) (1) (3) (8) (5) (13) (10) (23) (25) (18) (34) (19) (166)

高血圧性疾患 1 1 1 1 1 5
I10-I15 (1) (3) (1) (2) (1) (1) (9)

虚血性心疾患（心疾患（高血圧性のものを除く）） 3 4 6 14 23 23 24 37 24 17 4 179
I20-I25 (2) (3) (7) (16) (23) (30) (28) (36) (26) (16) (5) (2) (194)

その他の脳血管疾患（脳血管疾患） 1 1 1 1 2 6
I60-I62,I64-I68,I69.0-I69.2, I69.4-I69.8 (1) (2) (1) (1) (5) (3) (3) (16)
脳梗塞 1 1 1 3 6
I63,I69.3 (1) (1) (2) (4)

急性上気道感染症 26 24 6 6 2 2 2 3 3 1 1 2 1 1 1 2 1 2 86
J00-J06 (21) (41) (10) (1) (3) (1) (2) (1) (1) (1) (2) (84)
肺炎 1 33 3 3 1 1 3 1 3 3 8 7 17 29 22 31 31 197
J12-J18 (6) (72) (43) (15) (6) (2) (6) (2) (4) (3) (5) (4) (7) (12) (14) (12) (22) (29) (19) (283)

急性気管支炎及び急性細気管支炎 16 55 6 1 1 1 2 2 1 1 4 4 3 2 99
J20-J21 (18) (50) (11) (6) (1) (1) (1) (4) (92)
気管支炎及び慢性閉塞性肺疾患 1 2 1 1 6 2 3 1 17
J40-J44 (3) (2) (1) (2) (1) (2) (11)

喘息 11 16 10 4 2 3 1 1 3 1 1 2 2 2 59
J45-J46 (21) (55) (17) (14) (1) (3) (1) (3) (4) (3) (3) (1) (6) (5) (4) (2) (143)
その他の呼吸器系の疾患 4 7 14 3 7 4 5 3 10 11 5 9 7 10 14 9 13 18 22 25 200
J00-J99の残り (4) (4) (3) (1) (2) (2) (4) (5) (1) (1) (6) (1) (3) (10) (14) (8) (17) (31) (19) (136)

歯肉炎及び歯周疾患 1 1 2
K05
その他の歯及び歯の支持組織の障害 1 1
K00-K01, K03-K04, K06-K08
胃潰瘍及び十二指腸潰瘍 1 2 2 1 2 2 3 2 1 2 5 6 1 2 32
K25-K27 (1) (1) (2) (2) (2) (3) (5) (4) (2) (4) (10) (11) (1) (2) (50)
胃炎及び十二指腸炎 1 1 1 3
K29 (1) (1) (1) (1) (1) (5)

肝疾患 1 2 1 2 2 2 2 4 3 2 21
K70-K77 (2) (5) (2) (4) (2) (1) (1) (3) (20)
その他の消化器系の疾患 6 8 7 8 9 1 7 16 20 17 26 37 41 50 67 94 65 34 10 523
K00-K93の残り (3) (15) (5) (8) (3) (8) (3) (12) (13) (9) (13) (17) (32) (43) (50) (58) (67) (41) (27) (19) (446)

皮膚及び皮下組織の疾患 2 2 2 3 1 1 1 3 1 2 1 4 4 4 3 6 3 43
L00-L99 (2) (5) (1) (2) (1) (1) (2) (1) (4) (1) (4) (3) (3) (4) (3) (4) (3) (2) (3) (49)

炎症性多発性関節障害 1 1 1 1 2 1 7
M05-M14 (1) (1) (1) (1) (1) (1) (1) (1) (8)

脊柱障害 1 1 4 2 3 2 1 3 1 4 7 5 1 35
M40-M54 (1) (2) (2) (3) (4) (3) (5) (4) (1) (3) (28)

骨の密度及び構造の障害 1 1 1 1 4
M80-M85 (1) (1) (1) (3)

その他の筋骨格系及び結合組織の疾患 1 2 4 1 1 1 2 2 3 3 2 5 7 6 9 4 1 54
M00-M99の残り (1) (1) (3) (1) (3) (1) (1) (1) (3) (3) (4) (7) (4) (3) (3) (2) (1) (42)
糸球体疾患，腎尿細管間質性疾患及び腎不全 6 3 3 5 2 3 2 1 1 2 9 10 14 20 19 16 20 14 5 155
N00-N19 (3) (2) (3) (6) (2) (1) (4) (1) (4) (12) (10) (22) (16) (22) (21) (7) (7) (143)

乳房及び女性生殖器の疾患 1 1 6 4 6 5 2 3 1 1 3 1 34
N00-N99の残り (1) (2) (3) (6) (3) (2) (4) (2) (1) (1) (7) (2) (34)

その他の腎尿路生殖器系の疾患 8 4 3 3 2 2 1 2 6 1 4 11 7 5 8 9 16 6 7 7 112
N60-N98, N99.2-N99.3 (5) (3) (2) (1) (2) (3) (1) (5) (2) (8) (16) (9) (16) (11) (9) (14) (11) (118)

流産 2 8 19 16 15 7 67
O00-O08 (1) (7) (19) (17) (10) (8) (1) (63)
妊娠高血圧症候群 1 2 3
O10-O16 (1) (1) (1) (3)
その他の妊娠，分娩及び産じょく 4 36 64 79 43 5 231
O20-O75,O81-O99 (2) (33) (72) (56) (40) (6) (209)

単胎自然分娩 5 54 100 76 51 7 293
O80 (4) (44) (90) (101) (34) (3) (276)

周産期に発生した病態 135 1 136
P00-P96 (137) (2) (139)

先天奇形，変形及び染色体異常 7 7 1 15
Q00-Q99 (11) (8) (2) (2) (23)

症状，徴候及び異常臨床所見・異常検査所見で他に
分類されないもの

4 14 1 1 1 4 2 27

R00-R99 (3) (19) (2) (1) (1) (1) (1) (1) (2) (4) (5) (5) (1) (7) (2) (55)
その他の損傷，中每及びその他の外因の影響 7 2 5 7 5 5 9 4 7 7 6 12 17 11 13 10 11 2 4 144
S00-T98の残り (3) (6) (7) (7) (8) (5) (8) (6) (5) (18) (14) (12) (7) (8) (16) (16) (9) (4) (159)

骨折 4 7 12 5 2 3 14 11 3 10 12 25 27 22 30 32 35 30 21 305
S02,S12,S22,S32,S42,S52,S62,S72,S82,S92,T02,T08,T10,T1 (2) (8) (14) (10) (5) (8) (9) (6) (8) (10) (13) (38) (18) (26) (31) (17) (36) (30) (19) (308)

その他の健康状態に影響を及ぼす要因及び保健サー
ビスの利用

1 1

Z00-Z99の残り (2) (1) (1) (1) (5) (3) (26) (12) (12) (20) (31) (21) (21) (3) (3) (2) (164)

251 258 98 70 68 148 245 245 216 114 176 239 284 371 423 552 555 421 266 185 5,185
(275) (388) (147) (107) (60) (143) (245) (246) (185) (105) (168) (233) (316) (407) (458) (562) (592) (448) (299) (193) (5577)

-24 -130 -49 -37 8 5 0 -1 31 9 8 6 -32 -36 -35 -10 -37 -27 -33 -8 -392

※（）内は昨年度の数値

合計 -392

増減

※　　　　　　　年齢階層別に最も疾病数の多い
　　　　　　　　　ものに色付き

61 -15

62 -3

63 -163

58 -3

59 -8

60 -28

55 0

56 22

57 17

52 0

53 -6

54 4

49 1

50 12

51 12

46 -6

47 -1

48 7

43 -2

44 1

45 77

40 2

41 1

42 -18

37 6

38 -84

39 64

34 2

35 -86

36 7

31 -15

32 -10

33 2

28 5

29 -17

30 -4

25 5

26 47

27 -5

22 -7

23 1

24 26

19 -52

20 -21

21 -213

16 1

17 -18

18 -14

13 -8

14 0

15 -8

10 25

11 -2

12 3

7 71

8 -26

9 77

4 1

5 26

6 11

H21年4月1日～H22年3月31日

1 -80

2 -2

3 -3

H21
○年齢別最多分類の为な病名 ⇒ *0歳：妊娠期間短縮及び低出産体重 *1-4歳：急性気管支炎 *5-9歳：インフルエンザ *10-14歳：骨折 *15-19歳：急性虫垂炎 *20-

29歳：単胎自然分娩 *30-34歳：帝王切開による単胎分娩 *35-39歳：単胎自然分娩 *40-44歳：胆石症 *45-54歳：結腸の悪性新生物 *55-74歳：前立腺・乳房・卵巣の悪

性新生物 *75-89歳：胆石症・イレウス *90歳以上：肺炎H20
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《年代別疾病TOP10》 ※厚生労働省：『疾病、傷害および死因統計分類提要　ＩＣＤ－10準拠』による疾病分類表・中分類

　　　　　順
位

年齢区分

1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位

その他の消化器
系の疾患

その他の悪性新
生物

骨折 単胎自然分娩
その他の妊娠，
分娩及び産じょく

直腸Ｓ状結腸移
行部及び直腸の
悪性新生物

肺炎
その他の呼吸器
系の疾患

虚血性心疾患 白内障

393 342 307 293 211 203 197 190 179 162

その他の周産期
に発生した病態

急性気管支炎及
び急性細気管支
炎

妊娠及び胎児発
育に関連する障
害

その他の急性上
気道感染症

腸管感染症 肺炎 喘息 中耳炎
その他の呼吸器
系の疾患

症状，徴候及び
異常臨床所見・
異常検査所見で
他に分類されな
いもの

82 77 54 42 39 37 37 28 25 18

骨折
その他の消化器
系の疾患

腸管感染症
その他の呼吸器
系の疾患

その他の損傷及
びその他の外因
の影響

糸球体疾患及び
腎尿細管間質性
疾患

喘息
その他の急性上
気道感染症

単胎自然分娩
その他の神経系
の疾患

17 15 10 10 9 8 6 5 5 4

単胎自然分娩
その他の妊娠，
分娩及び産じょく

流産
その他の消化器
系の疾患

妊娠，分娩及び
産じょく

腸管感染症
その他の呼吸器
系の疾患

乳房及びその他
の女性生殖器の
疾患

統合失調症，統
合失調症型障害
及び妄想性障害

骨折

154 91 27 10 9 7 7 7 6 6

単胎自然分娩
その他の妊娠，
分娩及び産じょく

流産 骨折
その他の消化器
系の疾患

その他の呼吸器
系の疾患

良性新生物及び
その他の新生物

乳房及びその他
の女性生殖器の
疾患

その他の損傷及
びその他の外因
の影響

気分［感情］障害
(躁うつ病を含
む）

妊娠，分娩及び
産じょく

127 113 31 26 18 12 11 10 10 9 9

その他の消化器
系の疾患

肝及び肝内胆管
の悪性新生物

結腸の悪性新生
物

良性新生物及び
その他の新生物

その他の呼吸器
系の疾患

骨折
直腸Ｓ状結腸移
行部及び直腸の
悪性新生物

虚血性心疾患 糖尿病
統合失調症，統
合失調症型障害
及び妄想性障害

28 24 23 19 14 13 10 10 9 9

その他の悪性新
生物

直腸Ｓ状結腸移
行部及び直腸の
悪性新生物

その他の消化器
系の疾患

虚血性心疾患 骨折
胆石症及び胆の
う炎

統合失調症，統
合失調症型障害
及び妄想性障害

その他の損傷及
びその他の外因
の影響

気分［感情］障害
(躁うつ病を含
む）

その他の呼吸器
系の疾患

81 57 41 37 37 20 15 15 14 14

その他の悪性新
生物

その他の消化器
系の疾患

乳房の悪性新生
物

直腸Ｓ状結腸移
行部及び直腸の
悪性新生物

骨折 虚血性心疾患 胃の悪性新生物
良性新生物及び
その他の新生物

白内障
胆石症及び胆の
う炎

90 64 62 52 49 47 38 27 26 24

その他の悪性新
生物

その他の消化器
系の疾患

白内障
直腸Ｓ状結腸移
行部及び直腸の
悪性新生物

骨折 虚血性心疾患
結腸の悪性新生
物

肺炎 その他の心疾患
胆石症及び胆の
う炎

124 120 86 74 62 61 52 46 38 34

その他の消化器
系の疾患

骨折 その他の心疾患 肺炎
その他の呼吸器
系の疾患

結腸の悪性新生
物

その他の悪性新
生物

白内障
胆石症及び胆の
う炎

胃の悪性新生物 虚血性心疾患

74 65 58 53 40 36 34 34 23 21 21

肺炎
その他の呼吸器
系の疾患

その他の心疾患 骨折
その他の消化器
系の疾患

腎尿路生殖器系
の疾患

その他の悪性新
生物

胃の悪性新生物 悪性リンパ腫
その他の内分
泌，栄養及び代
謝疾患

31 25 21 21 9 7 6 4 4 4

H21年4月1日～H22年3月31日

10位

全年代

0-9

10-19

20-29

90-

30-39

40-49

50-59

60-69

70-79

80-89
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(82) (29) (14) (5,577) (20.3)

()内は昨年度のデータ

5,185 17.8

(554) (330) (2,004) (868) (405) (781) (389) (121)

813 430 130 64 23 12
合計

515 288 1,687 795 428

22 特殊目的用コード（U00-U99）

(4.6)(2) (1) (1) (164)(103) (6) (37) (4) (4) (6)
1 2.0

21
健康状態に影響をおよぼす要因
および保健サービスの利用
（Z00-Z99）

1

(13) (2) (467) (24.1)

20
疾病および死亡の外因
（V01-Y98）

449 24.3
(15) (41) (118) (38) (23) (102) (84) (31)

102 97 34 8
19

損傷，中每およびその他の外因
の影響（S00-T98）

11 41 90 32 34

(55) (6.4)
27 5.5

(5) (5) (27) (11) (6) (1)
1 1

18
症状，徴候および異常臨床所
見・異常検査所見で他に分類さ
れないもの（R00-R99）

1 21 3
(23) (6.7)

15 8.7
(4) (4) (11) (2) (2)

1 2 1
17

先天奇形，変形および染色体異
常（Q00-Q99）

3 2 6
(139) (5.5)

136 6.3
(2) (47) (64) (19) (3) (3) (1)

6
16

周産期に発生した病態
（P00-P96）

1 30 63 36
(2) (551) (8.6)

594 9.5
(16) (62) (240) (158) (23) (37) (13)

33 45 20 2 1
15

妊娠，分娩および産じょく＜褥＞
（O00-O99）

32 61 214 186
(5) (4) (1) (295) (15.1)

301 14.3
(13) (13) (100) (45) (43) (49) (22)

28 68 18 5 4
14 尿路性器系の疾患（N00-N99）

13 9 106 50
(7) (81) (20.5)

100 23.3
(3) (5) (22) (7) (5) (22) (10)

14 32 14 6 1 1
13

筋骨格系および結合組織の疾
患（M00-M99）

2 5 16 9
(2) (2) (49) (19.1)

43 23.0
(2) (3) (15) (10) (4) (6) (5)

3 9 7 2 1
12

皮膚および皮下組織の疾患
（L00-L99）

1 12 8
(7) (4) (521) (12.8)

582 14.1
(10) (23) (181) (97) (72) (98) (29)

87 112 44 8 5
11 消化器系の疾患（K00-K93）

6 14 194 112
(14) (9) (749) (11.7)

658 15.3
(8) (19) (436) (87) (61) (88) (27)

60 112 61 15 7 1
10 呼吸器系の疾患（J00-J99）

5 14 308 75
(2) (2) (416) (13.2)

377 12.9
(38) (14) (169) (29) (45) (83) (34)

38 68 33 6 4
9 循環器系の疾患（I00-I99）

47 11 148 22
(26) (7.2)

100 5.3
(14) (10) (2)

4 5
8

耳および乳様突起の疾患
（H60-H95）

1 32 43 15
(404) (6.3)

184 6.2
(1) (20) (167) (211) (4) (1)

1
7

眼および付属器の疾患
（H00-H59）

4 90 89
(2) (3) (68) (50.1)

1 47 26.9
(11) (21) (14) (5) (8) (4)

5 4 2 1
6 神経系の疾患（G00-G90）

4 2 11 17
(17) (34) (22) (11) (234) (181.1)

11 151 153.9
(7) (10) (38) (7) (13) (33) (42)

7 17 22 23 24 17
5

精神および行動の障害
（F00-F90）

3 15 10 2
(2) (113) (18.9)

97 18.3
(6) (4) (11) (13) (12) (50) (15)

16 45 9 2
4

内分泌，栄養および代謝疾患
（E00-E90）

2 10 13
(33) (11.8)

34 17.9
(1) (2) (7) (7) (4) (12)

3 6 4 1 1
3

血液および造血器の疾患ならび
に免疫機構の障害（D50-D89）

2 3 8 6
(29) (13) (2) (961) (14.9)

1,119 12.1
(319) (34) (163) (69) (67) (169) (96)

80 160 86 25 9 2
2 新生物（C00-D48）

379 31 263 84
(2) (228) (7.2)

170 10.4
(1) (7) (163) (30) (9) (14) (2)

14 19 11 1
1

感染症および寄生虫症
（A00-B99）

4 11 74 36
61-90日 91日-180日 181-365日 366日- 合計 平均在院日数

《疾病別・在院期間別・退院患者数》 H21年4月1日～H22年3月31日

年齢 1日 2日 3-7日 8-10日 11-14日 15-30日 31-60日

10



《性別・疾病上位３０位》

順
位

順
位

1 O80 単胎自然分娩 293 (276) 1 C20 直腸の悪性新生物 131 (105)
2 H25 老人性白内障 83 (210) 2 C61 前立腺の悪性新生物 99 (80)
3 O47 偽陣痚 81 (48) 3 J15 細菌性肺炎，他に分類されないもの 91 (88)
4 C50 乳房の悪性新生物 75 (82) 4 I20 狭心症 83 (100)
4 S72 大腻骨骨折 75 (62) 5 H25 老人性白内障 79 (165)
6 C20 直腸の悪性新生物 72 (69) 6 C16 胃の悪性新生物 73 (71)
7 O82 帝王切開による単胎分娩 71 (51) 7 C18 結腸の悪性新生物 67 (35)
8 C18 結腸の悪性新生物 65 (53) 8 K63 腸のその他の疾患 60 (41)
9 K80 胆石症 64 (37) 9 J20 急性気管支炎 48 (43)

10 J20 急性気管支炎 49 (48) 10 K80 胆石症 47 (28)
11 J15 細菌性肺炎，他に分類されないもの 44 (94) 11 C78 呼吸器および消化器の続発性悪性新生物 41 (41)
11 I20 狭心症 44 (44) 11 N18 慢性腎不全 41 (34)
11 O02 受胎のその他の異常生成物 44 (36) 13 K40 そけい＜鼡径＞ヘルニア 37 (36)
14 C56 卵巣の悪性新生物 42 (11) 14 A09 その他の明示された腸管感染症 36 (58)
15 H81 前庭機能障害 37 (7) 14 C22 肝および肝内胆管の悪性新生物 36 (25)
16 K63 腸のその他の疾患 36 (37) 16 K56 麻痺性イレウスおよび腸閉塞，ヘルニアを伴わないもの 35 (51)
17 K56 麻痺性イレウスおよび腸閉塞，ヘルニアを伴わないもの 34 (30) 17 E11 インスリン非依存性糖尿病＜ＮＩＤＤＭ＞ 33 (24)
17 N18 慢性腎不全 34 (27) 18 C34 気管支および肺の悪性新生物 32 (49)
19 I50 心不全 31 (38) 18 S82 下腻の骨折，足首を含む 32 (34)
20 A09 その他の明示された腸管感染症 30 (48) 20 J46 喘息発作重積状態 30 (50)
20 J69 固形物および液状物による肺臓炎 30 (36) 21 C67 腼胱の悪性新生物 28 (26)
20 E11 インスリン非依存性糖尿病＜ＮＩＤＤＭ＞ 30 (26) 21 J69 固形物および液状物による肺臓炎 28 (25)
23 S82 下腻の骨折，足首を含む 29 (23) 23 I50 心不全 27 (24)
23 C16 胃の悪性新生物 29 (21) 24 S72 大腻骨骨折 24 (19)
25 O20 妊娠早期の出血 25 (19) 25 K35 急性虫垂炎 23 (20)
26 F20 統合失調症 23 (31) 25 J06 多部位および部位不明の急性上気道感染症 23 (17)
26 C54 子宮体部の悪性新生物 23 (10) 25 J36 扁桃周囲膿瘍 23 (2)
28 S32 腰椎および骨盤の骨折 22 (23) 28 J18 肺炎，病原体不詳 22 (27)
29 P07 妊娠期間短縮および低出産体重に関連する障害，他に分類されないもの 21 (26) 28 I21 急性心筋梗塞 22 (23)
30 S52 前腕の骨折 20 (27) 28 N13 閉塞性尿路疾患および逆流性尿路疾患 22 (21)

性別で比べると
※悪性新生物（男性・女性特有の悪性新生物を含む）は上位となっており、化学療法の患者が増加した事が影響している。
※男性は狭心症が多く、女性の倍近い患者数である。昨年度よりは減少している。
※女性は細菌性肺炎が昨年よりも大きく減少しており、偽陣痚が大きく増加している。
※男女共に老人性白内障が昨年度よりも大きく減少しているも疾病上位に位置している。
※逆に男女共に大きく増加しているのが胆石症である。

H21年4月1日～H22年3月31日

女性 患者数
(昨年度) 男性 患者数

(昨年度)

分類及びコードは国際疾病分類（ICD-10）中分類による
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順位 为傷病名
1 細菌性肺炎，他に分類されないもの 119 (84)
2 腸のその他の疾患 88 (71)
3 胆石症 72 (38)
4 結腸の悪性新生物 61 (64)

退院患者数： 1338 5 胃の悪性新生物 59 (66)
6 固形物および液状物による肺臓炎 56 (57)
7 インスリン非依存性糖尿病＜ＮＩＤＤＭ＞ 55 (46)
8 気管支および肺の悪性新生物 40 (65)
9 麻痺性イレウスおよび腸閉塞，ヘルニアを伴わないもの 39 (43)

10 消化器系のその他の疾患 35 (13)
順位 为傷病名

1 狭心症 127 (144)
2 心不全 50 (52)
3 急性心筋梗塞 29 (27)
4 慢性虚血性心疾患 22 (21)

退院患者数： 331 5 房室ブロックおよび左脚ブロック 19 (18)
6 その他の不整脈 16 (21)
7 大動脈瘤および解離 10 (4)
8 心臓および血管プロステーシス，挿入物および移植片の合併症 7 (10)
9 心房細動および粗動 6 (9)

10 インスリン非依存性糖尿病＜ＮＩＤＤＭ＞ 5 (1)
順位 为傷病名

1 急性気管支炎 76 (84)
2 妊娠期間短縮および低出産体重に関連する障害，他に分類されないもの 35 (37)
3 多部位および部位不明の急性上気道感染症 32 (29)
4 その他の明示された腸管感染症 31 (67)

退院患者数： 573 5 喘息発作重積状態 26 (62)
6 ウイルス肺炎，他に分類されないもの 23 (29)
7 胎児および新生児に特異的な一過性糖質代謝障害 22 (36)
7 その他および詳細不明の原因による新生児黄疸 22 (21)
9 けいれん＜痙攣＞，他に分類されないもの 18 (22)

10 喘息 16 (46)
順位 为傷病名

1 直腸の悪性新生物 180 (153)
2 乳房の悪性新生物 77 (82)
3 結腸の悪性新生物 71 (24)
4 そけい＜鼡径＞ヘルニア 48 (46)

退院患者数： 707 5 胃の悪性新生物 43 (25)
6 胆石症 39 (25)
7 呼吸器および消化器の続発性悪性新生物 38 (36)
8 急性虫垂炎 34 (30)
9 肝および肝内胆管の悪性新生物 25 (0)

10 麻痺性イレウスおよび腸閉塞，ヘルニアを伴わないもの 24 (30)
順位 为傷病名

1 大腻骨骨折 99 (80)
2 下腻の骨折，足首を含む 61 (57)
3 腰椎および骨盤の骨折 31 (34)
4 前腕の骨折 26 (41)

退院患者数： 441 5 肋骨，胸骨および胸椎骨折 24 (19)
6 肩および上腕の骨折 21 (24)
7 足の骨折，足首を除く 14 (20)
8 膝の関節および靭帯の脱臼，捻挫およびストレイン 12 (6)
9 手首および手の骨折 10 (20)

10 その他の椎間板障害 9 (9)
順位 为傷病名

1 単胎自然分娩 293 (276)
2 偽陣痚 81 (48)
3 帝王切開による単胎分娩 71 (51)
4 受胎のその他の異常生成物 44 (36)

退院患者数： 746 5 卵巣の悪性新生物 42 (9)
6 妊娠早期の出血 25 (19)
7 子宮体部の悪性新生物 22 (10)
8 鉗子分娩および吸引分娩による単胎分娩 20 (9)
9 女性性器の性状不詳または不明の新生物 19 (18)

10 自然流産 12 (17)

産婦人科

外科

診療科 患者数（昨年度）

整形外科

診療科 患者数（昨年度）

循環器科

診療科 患者数（昨年度）

小児科

診療科 患者数（昨年度）

《診療科別・疾病上位１０位》　　　国際疾病分類（ＩＣＤ－10）中分類による
診療科 患者数（昨年度）

内科

診療科 患者数（昨年度）
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《診療科別・疾病上位１０位》　　　国際疾病分類（ＩＣＤ－10）中分類による
順位 为傷病名

1 帯状疱疹［帯状ヘルペス］ 20 (7)
2 じょく＜褥＞瘡（性）潰瘍 9 (4)
3 蜂巣炎 6 (5)
4 乾せん＜癬＞ 4 (1)

退院患者数： 79 4 有害作用，他に分類されないもの 4 (1)
6 股関節部および下肢の熱傷および腐食，足首および足を除く 3 (0)
7 皮膚および皮下組織のその他の障害，他に分類されないもの 2 (5)
7 体幹の熱傷および腐食 2 (3)
7 摂取物質による皮膚炎 2 (4)
7 良性脂肪腫性新生物（脂肪腫を含む） 2 (2)

順位 为傷病名
1 前立腺の悪性新生物 97 (80)
2 慢性腎不全 68 (55)
3 腼胱の悪性新生物 33 (31)
4 閉塞性尿路疾患および逆流性尿路疾患 29 (34)

退院患者数： 389 5 腎結石および尿管結石 24 (19)
6 泌尿器の性状不詳または不明の新生物 23 (21)
7 前立腺肣大（症） 13 (20)
8 急性尿細管間質性腎炎 12 (15)
9 下部尿路結石 9 (5)

10 腎盂を除く腎の悪性新生物 8 (4)
順位 为傷病名

1 統合失調症 39 (44)
2 うつ病エピソード 19 (24)
3 双極性感情障害＜躁うつ病＞ 17 (16)

4 アルコール使用＜飲酒＞による精神および行動の障害 15 (24)

退院患者数： 147 5 アルツハイマー<Alzheimer>病 7 (13)
6 せん妄，アルコールその他の精神作用物質によらないもの 6 (9)
7 持続性妄想性障害 5 (1)
8 その他の不安障害 4 (9)
8 軽度精神遅滞 4 (3)

10 持続性気分［感情］障害 3 (10)
順位 为傷病名

1 老人性白内障 161 (375)
2 結膜のその他の障害 11 (11)
3 眼瞼のその他の障害 4 (8)
4 眼球の障害 3 (0)

退院患者数： 182 5 眼球および眼窩の損傷 1 (4)
5 角膜炎 1 (1)
5 虹彩毛様体炎 1 (0)
8 他に分類される疾患における白内障および水晶体のその他の障害 0 (2)
8 緑内障 0 (2)
8 視神経炎 0 (2)

順位 为傷病名
1 前庭機能障害 50 (6)
2 扁桃周囲膿瘍 30 (8)
3 非化膿性中耳炎 23 (1)
4 顔面神経障害 13 (12)

退院患者数： 252 4 頭蓋骨および顔面骨の骨折 13 (0)
6 急性扁桃炎 10 (4)
6 扁桃およびアデノイドの慢性疾患 10 (0)
8 慢性副鼻腔炎 9 (0)
9 声帯および喉頭の疾患，他に分類されないもの 8 (2)

10 気道からの出血 7 (3)

眼科

診療科 患者数（昨年度）

耳鼻咽喉科

泌尿器科

診療科 患者数（昨年度）

精神神経科

診療科 患者数（昨年度）

診療科 患者数（昨年度）

皮膚科

診療科 患者数（昨年度）
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順位 为傷病名
1 直腸の悪性新生物 180 (158)
2 前立腺の悪性新生物 96 (3)
3 乳房の悪性新生物 77 (82)
4 結腸の悪性新生物 65 (28)

退院患者数： 1,080 5 慢性腎不全 62 (1)
6 そけい＜鼡径＞ヘルニア 48 (44)
7 胃の悪性新生物 44 (26)
8 呼吸器および消化器の続発性悪性新生物 38 (37)
9 胆石症 35 (25)

10 急性虫垂炎 33 (29)
順位 为傷病名

1 単胎自然分娩 293 (276)
2 偽陣痚 81 (48)
3 急性気管支炎 76 (84)
4 帝王切開による単胎分娩 71 (51)

退院患者数： 1,379 5 受胎のその他の異常生成物 44 (36)
6 卵巣の悪性新生物 42 (9)
7 妊娠期間短縮および低出産体重に関連する障害，他に分類されないもの 35 (37)
8 多部位および部位不明の急性上気道感染症 34 (30)
9 その他の明示された腸管感染症 33 (68)

10 喘息発作重積状態 26 (62)
順位 为傷病名

1 老人性白内障 158 (273)
2 大腻骨骨折 75 (74)
3 下腻の骨折，足首を含む 57 (56)
4 前庭機能障害 48 (6)

退院患者数： 767 5 扁桃周囲膿瘍 29 (6)
6 前腕の骨折 25 (41)
7 腰椎および骨盤の骨折 24 (33)
8 肋骨，胸骨および胸椎骨折 22 (19)
9 肩および上腕の骨折 21 (24)

10 足の骨折，足首を除く 13 (20)
順位 为傷病名

1 細菌性肺炎，他に分類されないもの 39 (24)
2 固形物および液状物による肺臓炎 38 (8)
3 大腻骨骨折 24 (0)
4 結腸の悪性新生物 14 (15)

退院患者数： 313 5 肺炎，病原体不詳 13 (15)
6 慢性腎不全 9 (55)
6 胃の悪性新生物 9 (27)
6 尿路系のその他の障害 9 (6)
9 気管支および肺の悪性新生物 8 (20)
9 胆石症 8 (14)

順位 为傷病名
1 細菌性肺炎，他に分類されないもの 52 (28)
1 腸のその他の疾患 52 (5)
3 胆石症 43 (8)
3 結腸の悪性新生物 43 (13)

退院患者数： 721 5 インスリン非依存性糖尿病＜ＮＩＤＤＭ＞ 35 (14)
6 気管支および肺の悪性新生物 22 (25)
7 麻痺性イレウスおよび腸閉塞，ヘルニアを伴わないもの 21 (11)
7 帯状疱疹［帯状ヘルペス］ 21 (1)
9 胃の悪性新生物 19 (15)

10 消化器系のその他の疾患 18 (5)
順位 为傷病名

1 狭心症 127 (144)
2 心不全 51 (55)
3 腸のその他の疾患 36 (16)
4 急性心筋梗塞 30 (28)

退院患者数： 778 4 胃の悪性新生物 30 (23)
6 細菌性肺炎，他に分類されないもの 28 (29)
7 胆石症 25 (17)
8 慢性虚血性心疾患 22 (21)
9 インスリン非依存性糖尿病＜ＮＩＤＤＭ＞ 20 (21)

10 心停止 19 (18)

6F北

5F南

患者数(昨年度）

5F北

患者数(昨年度）

6F南

患者数(昨年度）

《病棟別・疾病上位１０位》   国際疾病分類（ＩＣＤ－10）中分類による
患者数(昨年度）

3F

患者数(昨年度）

4F

患者数(昨年度）
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《病棟別・疾病上位１０位》   国際疾病分類（ＩＣＤ－10）中分類による
順位 为傷病名

1 うつ病エピソード 12 (17)
2 アルコール使用＜飲酒＞による精神および行動の障害 11 (15)
3 統合失調症 10 (19)
3 双極性感情障害＜躁うつ病＞ 10 (8)

退院患者数： 77 5 アルツハイマー<Alzheimer>病 6 (11)
6 せん妄，アルコールその他の精神作用物質によらないもの 3 (7)
6 その他の不安障害 3 (5)
8 てんかん 2 (3)
8 軽度精神遅滞 2 (3)
8 他に分類される障害または疾病に関連する心理的または行動的要因 2 (2)

順位 为傷病名
1 統合失調症 29 (25)
2 双極性感情障害＜躁うつ病＞ 7 (8)
2 うつ病エピソード 7 (7)
4 アルコール使用＜飲酒＞による精神および行動の障害 4 (9)

退院患者数： 70 5 せん妄，アルコールその他の精神作用物質によらないもの 3 (2)
5 持続性妄想性障害 3 (0)
7 持続性気分［感情］障害 2 (6)
7 重度精神遅滞 2 (1)
7 分裂感情障害 2 (0)
7 軽度精神遅滞 2 (0)

患者数(昨年度）

西2F

患者数(昨年度）

西3F
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　この統計は全退院患者のうち悪性新生物の分類コードを付与された患者の件数を表しているが 分類は国際疾病分類（ICD-10）中分類による
　悪性新生物疑いの退院患者も含まれており、すべてが悪性新生物と確定診断されているものではない。 対象：H21年4月1日～Ｈ22年3月31日

コード 分類名称 増減 増減 コード 分類名称 増減 増減

C20 直腸の悪性新生物 131 (122) 9 18 (22) -4 C50 乳房の悪性新生物 75 (103) -28 9 (13) -4

C61 前立腺の悪性新生物　※ 99 (80) 19 88 (65) 23 C20 直腸の悪性新生物 72 (75) -3 11 (11) 0

C16 胃の悪性新生物 73 (78) -5 31 (32) -1 C18 結腸の悪性新生物 65 (72) -7 24 (28) -4

C18 結腸の悪性新生物 67 (48) 19 25 (15) 10 C56 卵巣の悪性新生物 42 (11) 31 7 (5) 2

C78 呼吸器および消化器の続発性悪性新生物 41 (48) -7 10 (14) -4 C16 胃の悪性新生物 32 (23) 9 15 (12) 3

C22 肝および肝内胆管の悪性新生物 36 (25) 11 10 (13) -3 C54 子宮体部の悪性新生物 23 (10) 13 8 (5) 3

C34 気管支および肺の悪性新生物 32 (50) -18 21 (14) 7 C78 呼吸器および消化器の続発性悪性新生物 13 (17) -4 8 (9) -1

C67 腼胱の悪性新生物 28 (26) 2 21 (16) 5 C34 気管支および肺の悪性新生物 10 (19) -9 8 (15) -7

C15 食道の悪性新生物 15 (11) 4 7 (7) 0 C25 膵の悪性新生物 9 (6) 3 7 (5) 2

C24 その他の胆道の悪性新生物 13 (15) -2 7 (6) 1 C79 その他の部位の続発性悪性新生物 7 (3) 4 3 (3) 0

C25 膵の悪性新生物 12 (17) -5 8 (8) 0 C83 びまん性非ホジキンリンパ腫 7 (6) 1 3 (3) 0

C23 胆のう＜嚢＞の悪性新生物 10 (4) 6 7 (3) 4 C22 肝および肝内胆管の悪性新生物 5 (2) 3 3 (2) 1

C85 その他の非ホジキンリンパ腫 7 (2) 5 6 (2) 4 C24 その他の胆道の悪性新生物 5 (5) 0 2 (4) -2

C64 腎盂を除く腎の悪性新生物 6 (4) 2 5 (4) 1 C67 腼胱の悪性新生物 5 (6) -1 4 (3) 1

C79 その他の部位の続発性悪性新生物 5 (6) -1 5 (5) 0 C23 胆のう＜嚢＞の悪性新生物 4 (4) 0 4 (4) 0

C13 下咽頭の悪性新生物 3 (1) 2 2 (1) 1 C64 腎盂を除く腎の悪性新生物 4 (0) 4 3 (0) 3

C32 喉頭の悪性新生物 3 (6) -3 3 (3) 0 C85 その他の非ホジキンリンパ腫 4 (4) 0 3 (4) -1

C83 びまん性非ホジキンリンパ腫 3 (4) -1 3 (4) -1 C15 食道の悪性新生物 3 (1) 2 3 (1) 2

C50 乳房の悪性新生物 2 (0) 2 1 (0) 1 C66 尿管の悪性新生物 3 (0) 3 1 (0) 1

C66 尿管の悪性新生物 2 (2) 0 2 (1) 1 C53 子宮頸（部）の悪性新生物 2 (2) 0 2 (2) 0

C11 鼻＜上＞咽頭の悪性新生物 1 (0) 1 1 (0) 1 C38 心臓，縦隔および胸膜の悪性新生物 1 (1) 0 1 (1) 0

C44 皮膚のその他の悪性新生物 1 (2) -1 1 (2) -1 C73 甲状腺の悪性新生物 1 (0) 1 1 (0) 1

C60 陰茎の悪性新生物 1 (0) 1 1 (0) 1 C77 リンパ節の続発性悪性新生物 1 (2) -1 1 (1) 0

C62 精巣＜睾丸＞の悪性新生物 1 (0) 1 1 (0) 1 C91 リンパ性白血病 1 (1) 0 1 (1) 0

C77 リンパ節の続発性悪性新生物 1 (2) -1 1 (2) -1 D04 皮膚の上皮内癌 1 (0) 1 1 (0) 1

C80 部位の明示されない悪性新生物 1 (8) -7 1 (3) -2 合計 395 (387) 8 128 (139) -11

C82 ろ＜濾＞胞性［結節性］非ホジキンリンパ腫 1 (2) -1 1 (2) -1 ※Ｃ６１前立腺の悪性新生物９９件のうち、７７件は前立腺生検目的の （）内はＨ２０年度の数値

合計 595 (571) 24 275 (254) 21 　入院であり、検査の結果が癌ではないものも含まれている。

《悪性新生物・性別・部位別退院患者数》
男性 女性

入院件数 実人数 入院件数 実人数

その他

5%
50代男性

6%
50代女性

4%

60代男性

17%

60代女性

7%
70代男性

30%

70代女性

10%

80代男性

11%

80代女性

7%

90代男性

1%
90代女性

2%

年齢別構成比

C20 直腸
24%

C61 前立腺
18%

C16 胃14%

C18 

結腸
13%

C78 呼吸器お

よび消化器

の続発性
8%

C22 肝および

肝内胆管
7%

C34 気管支お

よび肺
6%

C67 腼胱5% C15 食道
3%

C24 その他の

胆道
2%

男性・部位別（上位１０位）

C50 乳房
21%

C20 直腸
20%

C18 結腸
18%

C56 卵巣
12%

C16 胃
9%

C54 子宮体部
6%

C78 呼吸器お

よび消化器

の続発性
4%

C34 肺
3% C25 膵

3%

C79 その他の

続発性
2%

C83 びまん性

非ホジキンリ

ンパ腫
2%

女性・部位別（上位１０位）
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《分娩方式別分娩件数》
分娩方式 09年度件数 方式別比率 08年度件数 増減

自然・誘発分娩 295 75.1% 305 -10
帝王切開分娩 75 19.1% 65 10
吸引分娩 21 5.3% 15 6
鉗子分娩 0 0.0% 0 0
死産（１２W以上） 2 0.5% 3 -1

合計 393 100.0% 388 5

《在胎期間別分娩件数》
在胎期間 09年度件数 期間別比率 08年度件数 増減

正期産（37～41W) 370 94.1% 365 5
早産（24～36W) 20 5.1% 20 0
過期産（４２W以上） 0 0.0% 0 0
死産（１２W以上） 3 0.8% 3 0

合計 393 100.0% 388 5

※左側が08年度、右側が09年度の件数を表している。
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診療科別手術および処置の件数上位１０位（ＩＣＤ-９-ＣＭによる分類）
内科 H21年4月1日～Ｈ22年3月31日
順位 ＩＣＤ-9-ＣＭ分類名称 分類に含まれる为な術式名 ２１年度 ２０年度 増減

1 大腸病変または組織の局所切除術または破壊術 内視鏡的結腸ポリープ・粘膜切除術（その他） 95 69 26

2 胆管およびオッディ括約筋のその他の手術 内視鏡的胆道砕石術 84 43 41

3 胃または十二指腸潰瘍部の縫合術及び出血のコントロール 内視鏡的消化管止血術＜胃＞ 26 32 -6

4 胃の病変または組織の局所的切除術または破壊術 内視鏡的胃、十二指腸ポリープ・粘膜切除術 19 7 12

5 胆管その他の切開術 胆管外瘻造設術（経皮経肝） 9 9 0

6 食道の病変または組織の局所切除術または破壊術 内視鏡的消化管止血術＜食道＞ 7 8 -1

6 胆嚢切開術および胆嚢瘻造設術 胆嚢外瘻造設術 7 0 7

8 胃瘻造設術 胃瘻造設術 5 5 0

9 血管のその他の外科的閉塞術 血管塞栓術（腹腔内）＜［腹部の動脈］＞ 4 2 2

10 リンパ節の単純切除術 リンパ節摘出術（長径３ｃｍ未満） 3 0 3

10 食道その他の修復術 食道狭窄拡張術（内視鏡） 3 6 -3

小児科
順位 ＩＣＤ-9-ＣＭ分類名称 分類に含まれる为な術式名 ２１年度 ２０年度 増減

1 鼓膜切開術 鼓膜切開 22 4 18

2 口蓋扁桃および扁桃周囲組織の切開術及びドレナージ 咽後膿瘍切開術 1 0 1

2 切開を伴わない消化器系からの膣内異物の除去術 内視鏡的食道下部及び胃内異物摘出術 1 0 1

整形外科
順位 ＩＣＤ-9-ＣＭ分類名称 分類に含まれる为な術式名 ２１年度 ２０年度 増減

1 内固定を伴う骨折の観血的整復術 骨折観血的手術 158 176 -18

2 骨格牽引およびその他の牽引術 鋼線等による直達牽引 49 27 22

3 骨へ埋め込まれた器具の除去術 骨内異物（挿入物）除去術 34 19 15

4 下肢の関節置換術 人工骨頭挿入術（股） 24 15 9

5 骨のその他の修復術または形成術 椎弓形成 18 6 12

5 内固定を伴う骨折の非観血的整復術 骨折経皮的鋼線刺入固定術 18 31 -13

5 皮膚および皮下組織縫合術またはその他の閉鎖術 創傷処理 18 13 5

8 内固定を伴わない骨折の非観血的整復術 骨折非観血的整復術 12 14 -2

9 膝関節半月軟骨の切除術 半月板切除術（関節鏡下） 11 7 4

10 皮膚および皮下組織病変または組織の切除術または破壊術 デブリードマン 9 2 7

皮膚科
順位 ＩＣＤ-9-ＣＭ分類名称 分類に含まれる为な術式名 ２１年度 ２０年度 増減

1 皮膚および皮下組織縫合術またはその他の閉鎖術 創傷処理 8 5 3

2 皮膚および皮下組織病変または組織の局所切除術または破壊術 皮膚、皮下腫瘍摘出術 6 5 1

2 遊離植皮術 分層植皮術 6 2 4

4 皮膚および皮下組織切開術 皮膚切開術 5 0 5

5 皮膚および皮下組織病変または組織の切除術または破壊術 デブリードマン 2 2 0

6 有茎皮弁または皮弁移植術 皮弁作成術、移動術、切断術、遷延皮弁術 1 1 0

泌尿器科
順位 ＩＣＤ-9-ＣＭ分類名称 分類に含まれる为な術式名 ２１年度 ２０年度 増減

1 前立腺および精嚢の診断的処置 前立腺生検 78 68 10

2 腼胱組織の経尿道的切除術または破壊術 腼胱悪性腫瘍手術（経尿道的手術） 39 32 7

3 尿管カテーテル法 経尿道的尿管ステント留置術 30 32 -2

4 血管その他の手術 内シャント設置術 19 16 3

5 経尿道的腼胱内容の除去術 腼胱結石摘出術（経尿道的手術） 10 5 5

5 経尿道的前立腺切除術 経尿道的前立腺手術 10 16 -6

7 尿管および腎盂内塞栓物の経尿道的除去術 経尿道的尿路結石除去術＜尿管＞ 9 7 2

8 血管切開術 上腕動脈表在化法 6 11 -5

8 環状切除術 包茎手術（環状切除術） 6 1 5

10 腎の診断的処置 腎生検 5 4 1

外科
順位 ＩＣＤ-9-ＣＭ分類名称 分類に含まれる为な術式名 ２１年度 ２０年度 増減

1 胆嚢摘出術 胆嚢摘出術 52 33 19

2 鼠径ヘルニアの一側修復術 鼡径ヘルニア手術 47 43 4

3 虫垂切除術 虫垂切除術 25 26 -1

4 大腸の部分切除術 結腸切除術（全切除、亜全切除又は悪性腫瘍手術） 21 21 0

5 その他の直腸切除術 直腸切除・切断術（低位前方切除術） 12 8 4

6 大腸病変または組織の局所切除術または破壊術 結腸切除術（小範囲切除） 10 4 6

6 皮膚および皮下組織縫合術またはその他の閉鎖術 創傷処理 10 7 3

8 胃全摘術 胃全摘術（悪性腫瘍手術） 9 6 3

9 肺の病変または組織の局所的切除術または破壊術 胸腔鏡下肺縫縮術 8 1 7

10 十二指腸への吻合を伴う胃の部分的切除術 胃切除術（悪性腫瘍手術）＜遠位切除＞ 7 5 2
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産婦人科
順位 ＩＣＤ-9-ＣＭ分類名称 分類に含まれる为な術式名 ２１年度 ２０年度 増減

1 その他の分娩時新鮮裂傷の修復術 会陰裂創縫合術（分娩時）　 175 24※ 151

2 子宮頚管拡張を伴う子宮内容除去術 流産手術 77 50 27

3 分類されないタイプの帝王切開術 帝王切開術 75 62 13

4 卵巣の病変または組織の局所的切除術または破壊術 子宮附属器腫瘍摘出術 26 16 10

5 吸引分娩術 吸引娩出術 17 12 5

6 腹式子宮全摘術 子宮全摘術＜腹式＞ 8 6 2

6 膣式子宮全摘術 子宮全摘術＜腟式＞ 8 4 4

8 子宮頚部切断術 子宮頸部（腟部）切除術 7 8 -1

8 子宮の病変または組織の切除術または破壊術 子宮筋腫摘出（核出）術 7 2 5

10 皮膚および皮下組織縫合術またはその他の閉鎖術 創傷処理 6 7 -1

※２０年度途中から登録を開始した項目なので件数に開きがある。（実際は２４件以上行われている）

精神神経科
順位 ＩＣＤ-9-ＣＭ分類名称 分類に含まれる为な術式名 ２１年度 ２０年度 増減

1 精神科的身体療法 電気痙攣療法 39 29 10

2 皮膚および皮下組織縫合術またはその他の閉鎖術 創傷処理 2 2 0

3 網膜および脈絡膜の病変の破壊術 網膜光凝固術 1 0 1

3 皮膚および皮下組織切開術 皮膚切開術 1 0 1

眼科
順位 ＩＣＤ-9-ＣＭ分類名称 分類に含まれる为な術式名 ２１年度 ２０年度 増減

1 人工眼内レンズ[偽水晶体]の挿入術 水晶体再建術（眼内レンズを挿入する場合） 243 596 -353

2 翼状片切除術 翼状片手術（弁の移植を要する） 15 12 3

3 筋骨格系のその他の手術 眼瞼内反症手術 4 8 -4

4 水晶体その他の手術 水晶体再建術（眼内レンズを挿入しない場合） 2 5 -3

5 角膜の組織またはその他の病変の切除術または破壊術 角膜潰瘍掻爬術 1 0 1

5 前眼部の眼球内異物除去術 角膜・強膜異物除去術＜強膜＞ 1 1 0

5 その他の白内障摘出術 後発白内障手術 1 2 -1

耳鼻咽喉科
順位 ＩＣＤ-9-ＣＭ分類名称 分類に含まれる为な術式名 ２１年度 ２０年度 増減

1 鼓膜切開術 鼓膜（排液、換気）チューブ挿入術 29 1 28

2 口蓋扁桃および扁桃周囲組織の切開術及びドレナージ 扁桃周囲膿瘍切開術 18 4 14

2 アデノイド切除術を伴わない口蓋扁桃摘出術 口蓋扁桃手術（摘出） 18 0 18

4 鼻甲介切除術 粘膜下下鼻甲介骨切除術 14 0 14

5 鼻外からの上顎洞開窓術 上顎洞篩骨洞根本手術 11 0 11

5 喉頭の病変または組織の切除術または破壊術 声帯ポリープ切除術（ファイバースコープ） 11 0 11

7 口蓋返答摘出術を伴わないアデノイド切除術 アデノイド切除 9 0 9

8 鼓膜形成術 鼓膜形成 8 0 8

9 鼻出血のコントロール 鼻腔粘膜焼灼術 7 1 6

9 顔面骨骨折の整復術 眼窩骨折観血的手術 7 0 7

循環器科
順位 ＩＣＤ-9-ＣＭ分類名称 分類に含まれる为な術式名 ２１年度 ２０年度 増減

1 心および心外膜の診断的処置 心臓カテーテル 154 107 47

2 肝動脈閉塞の解除およびステント挿入術 経皮的冠動脈ステント留置術 49 55 -6

3 ペースメーカー装置の挿入術、亣換術、および修正術 ペースメーカー移植術（経静脈電極） 31 32 -1

4 心臓調律の変換術 体外ペースメーキング 15 16 -1

5 心臓補助装置の植込み術 大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法） 12 11 1

6 胃または十二指腸潰瘍部の縫合術及び出血のコントロール 内視鏡的消化管止血術＜胃＞ 2 0 2

6 皮膚および皮下組織縫合術またはその他の閉鎖術 創傷処理 2 1 1

8 動脈内膜切除術 動脈血栓内膜摘出術（内頸動脈） 1 1 0

8 胆管およびオッディ括約筋のその他の手術 内視鏡的胆道ステント留置術 1 0 1

8 下肢の切断術 四肢切断術（下腻） 1 0 1

内科の２位「胆管およびオッディ括約筋のその他の手術」が大幅に増加している。（前年度比195％）
耳鼻咽喉科は２１年度より常勤医１名非常勤医１名体制になったため手術件数が増加している。
小児科入院中の耳鼻咽喉科による鼓膜切開も増加している。
眼科の１位「人工眼内レンズ[偽水晶体］の挿入術」が大幅に減少している。（前年度比40％）
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《診療科別・死因分類別・死亡退院患者数（性別）》　ＩＣＤ－１０大分類（死産除く）

死因分類（原死因） 性別 内 整 泌 外 産 精 耳 循 合計 20年度

男 1 1 6
女 1 1 2
男 37 1 6 9 2 55 59
女 22 6 3 31 47
男 2 2 3
女 1 2 3 4
男 1 1
女
男 10 1 1 7 19 17
女 16 2 9 27 16
男 32 2 34 33
女 15 2 17 20
男 2 1 3 8
女 7 7 7
男 1 3 4 6
女 3 4 7 7
男
女 1 1
男 1 1 1
女 5 1 6 3
男 1 2 1 4 6
女 2 2 2
男 88 1 9 13 3 2 8 124 139
女 73 6 8 3 12 102 108
計 161 1 15 21 3 3 2 20 226

20年度 181 2 18 22 4 3 2 14 247
増減 -20 -1 -3 -1 -1 ±0 ±0 6 -21

科別構成比 71.24% 0.44% 6.64% 9.29% 1.33% 1.33% 0.88% 8.85%

※このグラフは厚生労働省人口動態統計月報年計(概数）の概況第６表死亡数・死亡率（人口１０万対）
死因簡単分類別に基づき作成しました。
死因順位上位（全科）ＩＣＤ-10中分類 年齢別死亡患者数 救急外来死亡数

ＩＣＤ-10中分類 ２１年度 ２０年度 年齢 ２１年度 ２０年度 性別 ２１年度 ２０年度

気管支および肺の悪性新生物 　 21 21 ～49歳 7 9 男性 19 32
固形物および液状物による肺臓炎 　 16 14 50～54歳 5 5 女性 20 22
胃の悪性新生物 　 13 17 55～59歳 9 12 合計 39 54
肺炎，病原体不詳 　 13 12 60～64歳 15 3
心不全 　 12 8 65～69歳 15 20
細菌性肺炎，他に分類されないもの 　 12 7 70～74歳 24 41 死体検案数
心停止 　 10 10 75～79歳 30 36 性別 ２１年度 ２０年度

結腸の悪性新生物 　 9 9 80～84歳 42 52 男性 27 29
慢性腎不全 　 9 8 85～89歳 28 32 女性 15 17
膵の悪性新生物 　 7 8 90～94歳 34 27 合計 42 46

95～99歳 15 8
100歳～ 2 2

平成２１年度の死亡退院患者は２２６名で前年より２１名減少している（前年比９１．５％）
全国統計と比較し、当院は新生物、呼吸器系の疾患による死亡の割合が高い。

消化器系の疾患（Ｋ00-93）

尿路性器系の疾患（Ｎ00-99）

筋骨格系及び結合組織の疾患（M00-M99）

症状，徴候および異常臨床所見・異常検査所見
で他に分類されないもの（Ｒ00-99）

損傷,中每およびその他の外因の影響
（Ｓ00-Ｔ98）

診療科別合計

感染症および寄生虫症（Ａ00-Ｂ99）

新生物（Ｃ00-Ｄ48）

内分泌,栄養および代謝疾患（Ｅ00-
90）

神経系の疾患（G00-G99）

循環器系の疾患（Ｉ00-99）

呼吸器系の疾患（Ｊ00-99）

2.2%

0.9%

31.0%

38.0%

1.8%

2.2%

1.5%

0.4%

28.8%

20.4%

15.3%

22.6%

3.9%

4.4%

2.7%

4.9%

4.6%

3.1%

6.4%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国

当院

当院・全国ともに１％未満の項目の数値は省略

死因分類別患者構成比当院と全国の比較

感染症及び寄生虫症 新 生 物
血液及び造血器の疾患並びに免疫機構の障害 内分泌，栄養及び代謝疾患
精神及び行動の障害 神経系の疾患
循環器系の疾患 呼吸器系の疾患
消化器系の疾患 皮膚及び皮下組織の疾患
筋骨格系及び結合組織の疾患 腎尿路生殖器系の疾患
周産期に発生した病態 先天奇形，変形及び染色体異常
症状，徴候及び異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの 傷病及び死亡の外因（損傷,中每およびその他の外因の影響）

20



順
位

为傷病名
ＩＣＤ-10
コード

患者数 (昨年度） 割合

1 単胎自然分娩 O80 293 (276) 5.8%
2 直腸の悪性新生物 C20 203 (174) 3.9%
3 老人性白内障 H25 162 (375) 3.1%
4 細菌性肺炎，他に分類されないもの J15 135 (183) 2.6%
5 結腸の悪性新生物 C18 132 (88) 2.5%
6 狭心症 I20 127 (144) 2.4%
7 胆石症 K80 111 (65) 2.1%
8 胃の悪性新生物 C16 102 (91) 2.0%
9 大腻骨骨折 S72 99 (81) 1.9%
9 前立腺の悪性新生物 C61 99 (80) 1.9%

11 急性気管支炎 J20 97 (91) 1.9%
12 腸のその他の疾患 K63 96 (78) 1.9%
13 偽陣痚 O47 81 (48) 1.6%
14 乳房の悪性新生物 C50 77 (82) 1.5%
15 慢性腎不全 N18 75 (61) 1.4%
16 帝王切開による単胎分娩 O82 71 (51) 1.4%
17 麻痺性イレウスおよび腸閉塞，ヘルニアを伴わないもの K56 69 (81) 1.3%
18 その他の明示された腸管感染症 A09 66 (106) 1.3%
19 インスリン非依存性糖尿病＜ＮＩＤＤＭ＞ E11 63 (50) 1.2%
20 下腻の骨折，足首を含む S82 61 (57) 1.2%
21 心不全 I50 58 (62) 1.1%
21 固形物および液状物による肺臓炎 J69 58 (61) 1.1%
23 呼吸器および消化器の続発性悪性新生物 C78 55 (57) 1.1%
23 前庭機能障害 H81 55 (9) 1.1%
25 そけい＜鼡径＞ヘルニア K40 48 (47) 0.9%
26 受胎のその他の異常生成物 O02 44 (36) 0.8%
27 気管支および肺の悪性新生物 C34 42 (68) 0.8%
27 肝および肝内胆管の悪性新生物 C22 42 (27) 0.8%
27 卵巣の悪性新生物 C56 42 (11) 0.8%
30 喘息発作重積状態 J46 39 (90) 0.8%
30 統合失調症 F20 39 (44) 0.8%
30 多部位および部位不明の急性上気道感染症 J06 39 (33) 0.8%
33 閉塞性尿路疾患および逆流性尿路疾患 N13 38 (38) 0.7%
34 妊娠期間短縮および低出産体重に関連する障害，他に分類されないもの P07 35 (37) 0.7%
34 急性虫垂炎 K35 35 (32) 0.7%
34 消化器系のその他の疾患 K92 35 (14) 0.7%
37 心停止 I46 34 (27) 0.7%
38 肺炎，病原体不詳 J18 33 (50) 0.6%
38 腼胱の悪性新生物 C67 33 (32) 0.6%
40 腰椎および骨盤の骨折 S32 31 (35) 0.6%
40 尿路系のその他の障害 N39 31 (29) 0.6%
42 急性心筋梗塞 I21 30 (28) 0.6%
42 扁桃周囲膿瘍 J36 30 (8) 0.6%
44 胃潰瘍 K25 28 (40) 0.5%
45 前腕の骨折 S52 26 (42) 0.5%
45 腎結石および尿管結石 N20 26 (26) 0.5%
45 肋骨，胸骨および胸椎骨折 S22 26 (21) 0.5%
48 妊娠早期の出血 O20 25 (19) 0.5%
48 帯状疱疹［帯状ヘルペス］ B02 25 (10) 0.5%
50 泌尿器の性状不詳または不明の新生物 D41 24 (22) 0.5%
51 ウイルス肺炎，他に分類されないもの J12 23 (29) 0.4%
51 腸の血行障害 K55 23 (11) 0.4%
51 子宮体部の悪性新生物 C54 23 (10) 0.4%
51 非化膿性中耳炎 H65 23 (1) 0.4%
55 胎児および新生児に特異的な一過性糖質代謝障害 P70 22 (36) 0.4%
55 急性尿細管間質性腎炎 N10 22 (24) 0.4%
55 慢性虚血性心疾患 I25 22 (21) 0.4%
55 その他および詳細不明の原因による新生児黄疸 P59 22 (21) 0.4%
59 肩および上腕の骨折 S42 21 (24) 0.4%
59 膵の悪性新生物 C25 21 (18) 0.4%
61 喘息 J45 20 (53) 0.4%

《疾病数上位順》全数　分類及びコードは国際疾病分類（ＩＣＤ－10）中分類による
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61 女性性器の性状不詳または不明の新生物 D39 20 (20) 0.4%
61 鉗子分娩および吸引分娩による単胎分娩 O81 20 (9) 0.4%
61 腸の憩室性疾患 K57 20 (8) 0.4%
65 うつ病エピソード F32 19 (28) 0.4%
65 房室ブロックおよび左脚ブロック I44 19 (18) 0.4%
67 アルコール使用＜飲酒＞による精神および行動の障害 F10 18 (28) 0.3%
67 けいれん＜痙攣＞，他に分類されないもの R56 18 (23) 0.3%
67 その他および部位不明の胆道の悪性新生物 C24 18 (21) 0.3%
67 食道の悪性新生物 C15 18 (12) 0.3%
71 その他の不整脈 I49 17 (25) 0.3%
71 双極性感情障害＜躁うつ病＞ F31 17 (16) 0.3%
73 その他の間質性肺疾患 J84 16 (18) 0.3%
74 口腔および消化器の性状不詳または不明の新生物 D37 15 (7) 0.3%
75 足の骨折，足首を除く S92 14 (20) 0.3%
75 急性扁桃炎 J03 14 (10) 0.3%
75 胆のう＜嚢＞の悪性新生物 C23 14 (7) 0.3%
75 新生児の呼吸窮＜促＞迫 P22 14 (6) 0.3%
75 消化器系のその他および部位不明確の良性新生物 D13 14 (4) 0.3%
75 頭蓋骨および顔面骨の骨折 S02 14 (0) 0.3%
81 前立腺肣大（症） N40 13 (20) 0.3%
81 顔面神経障害 G51 13 (12) 0.3%
81 遷延妊娠および高出産体重に関連する障害 P08 13 (8) 0.3%
81 気胸 J93 13 (5) 0.3%
85 急性咽頭炎 J02 12 (17) 0.3%
85 自然流産 O03 12 (17) 0.3%
85 その他の部位の続発性悪性新生物 C79 12 (9) 0.3%
85 中耳，呼吸器および胸腔内臓器の性状不詳または不明の新生物 D38 12 (6) 0.3%
85 ネフローゼ症候群 N04 12 (6) 0.3%
85 膝の関節および靭帯の脱臼，捻挫およびストレイン S83 12 (6) 0.3%
85 その他の敗血症 A41 12 (4) 0.3%
92 結膜のその他の障害 H11 11 (11) 0.2%
92 胸水，他に分類されないもの J90 11 (11) 0.2%
92 子宮平滑筋腫 D25 11 (8) 0.2%
92 急性喉頭炎および気管炎 J04 11 (7) 0.2%
92 非ホジキン＜ｎｏｎ－Ｈｏｄｇｋｉｎ＞リンパ腫のその他および詳細不明の型 C85 11 (6) 0.2%
92 大動脈瘤および解離 I71 11 (4) 0.2%
98 心臓および血管プロステーシス，挿入物および移植片の合併症 T82 10 (21) 0.2%
98 手首および手の骨折 S62 10 (20) 0.2%
98 びまん性非ホジキン＜ｎｏｎ－Ｈｏｄｇｋｉｎ＞リンパ腫 C83 10 (10) 0.2%
98 鉄欠乏性貧血 D50 10 (10) 0.2%
98 その他の膵疾患 K86 10 (9) 0.2%
98 紫斑病およびその他の出血性病態 D69 10 (8) 0.2%
98 インフルエンザ，インフルエンザウイルスが分離されないもの J11 10 (8) 0.2%
98 その他および部位不明の性状不詳または不明の新生物 D48 10 (7) 0.2%
98 その他の細菌性腸管感染症 A04 10 (5) 0.2%
98 腎盂を除く腎の悪性新生物 C64 10 (4) 0.2%
98 じょく＜褥＞瘡（性）潰瘍 L89 10 (4) 0.2%
98 扁桃およびアデノイドの慢性疾患 J35 10 (1) 0.2%
98 肺気腫 J43 10 (1) 0.2%
98 慢性副鼻腔炎 J32 10 (0) 0.2%

112 ウイルス性およびその他の明示された腸管感染症 A08 9 (53) 0.2%
112 てんかん G40 9 (17) 0.2%
112 過度の妊娠嘔吐 O21 9 (16) 0.2%
112 腹膜炎 K65 9 (13) 0.2%
112 胆道のその他の疾患 K83 9 (13) 0.2%
112 蜂巣炎 L03 9 (13) 0.2%
112 その他の椎間板障害 M51 9 (9) 0.2%
112 下部尿路結石 N21 9 (6) 0.2%
112 化膿性および詳細不明の中耳炎 H66 9 (5) 0.2%
112 インフルエンザウイルスが分離されたインフルエンザ J10 9 (4) 0.2%
112 子宮頸（部）の異形成 N87 9 (4) 0.2%
123 その他の脊椎障害 M48 8 (12) 0.2%
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123 消化器系の処置後障害，他に分類されないもの K91 8 (8) 0.2%
123 慢性ウイルス肝炎 B18 8 (7) 0.2%
123 膝関節症［膝の関節症］ M17 8 (6) 0.2%
123 その他および詳細不明の胸腔内臓器の損傷 S27 8 (5) 0.2%
123 腹部，下背部および骨盤部の表在損傷 S30 8 (5) 0.2%
123 気道からの出血 R04 8 (4) 0.2%
123 背部痚 M54 8 (3) 0.2%
123 声帯および喉頭の疾患，他に分類されないもの J38 8 (2) 0.2%
132 アルツハイマー<Alzheimer>病 F00 7 (13) 0.2%
132 インスリン依存性糖尿病＜ＩＤＤＭ＞ E10 7 (10) 0.2%
132 胃および十二指腸のその他の疾患 K31 7 (9) 0.2%
132 胃食道逆流症 K21 7 (8) 0.2%
132 腼胱炎 N30 7 (6) 0.2%
132 部位不明の細菌感染症 A49 7 (3) 0.2%
132 過長包皮，包茎およびかん＜嵌＞頓包茎 N47 7 (1) 0.2%
139 皮膚および粘膜病変を特徴とするその他のウイルス感染症，他に分類されないもの B08 6 (15) 0.2%
139 体液量減少（症） E86 6 (11) 0.2%
139 その他の難聴 H91 6 (10) 0.2%
139 せん妄，アルコールその他の精神作用物質によらないもの F05 6 (9) 0.2%
139 心房細動および粗動 I48 6 (9) 0.2%
139 胎児発育遅延＜成長遅滞＞および胎児栄養失調（症） P05 6 (9) 0.2%
139 その他の炎症性肝疾患 K75 6 (6) 0.2%
139 子宮外妊娠 O00 6 (6) 0.2%
139 脳梗塞 I63 6 (4) 0.2%
139 脊椎症 M47 6 (4) 0.2%
139 アルコール性肝疾患 K70 6 (3) 0.2%
139 骨髄異形成症候群 D46 6 (2) 0.2%
139 アテローム＜じゅく＜粥＞状＞硬化（症） I70 6 (1) 0.2%
139 その他の全身性結合組織疾患 M35 6 (1) 0.2%
139 腹腔内臓器の損傷 S36 6 (0) 0.2%
154 急性膵炎 K85 5 (10) 0.1%
154 下腻の筋および腱の損傷 S86 5 (8) 0.1%
154 非リウマチ性大動脈弁障害 I35 5 (7) 0.1%
154 気管支炎，急性または慢性と明示されないもの J40 5 (7) 0.1%
154 大腻＜股＞ヘルニア K41 5 (6) 0.1%
154 前立腺の炎症性疾患 N41 5 (6) 0.1%
154 その他の肝疾患 K76 5 (5) 0.1%
154 股関節症［股関節部の関節症］ M16 5 (5) 0.1%
154 娩出力の異常 O62 5 (5) 0.1%
154 呼吸不全，他に分類されないもの J96 5 (4) 0.1%
154 その他の筋障害 M62 5 (3) 0.1%
154 尿管の悪性新生物 C66 5 (2) 0.1%
154 腎および尿管のその他の障害，他に分類されないもの N28 5 (2) 0.1%
154 子宮内膜症 N80 5 (2) 0.1%
154 その他の先天性感染症および寄生虫症 P37 5 (2) 0.1%
154 抗てんかん薬，鎮静・催眠薬および抗パーキンソン病薬による中每 T42 5 (2) 0.1%
154 持続性妄想性障害 F22 5 (1) 0.1%
154 睡眠障害 G47 5 (0) 0.1%
172 肺炎レンサ球菌による肺炎 J13 4 (17) 0.1%
172 女性性器脱 N81 4 (11) 0.1%
172 その他の不安障害 F41 4 (10) 0.1%
172 十二指腸潰瘍 K26 4 (10) 0.1%
172 急性鼻咽頭炎［かぜ］ J00 4 (9) 0.1%
172 眼瞼のその他の障害 H02 4 (8) 0.1%
172 急性閉塞性喉頭炎［クループ］および喉頭蓋炎 J05 4 (8) 0.1%
172 胆のう＜嚢＞炎 K81 4 (7) 0.1%
172 上肢の単ニューロパチ＜シ＞ー G56 4 (6) 0.1%
172 軽度精神遅滞 F70 4 (5) 0.1%
172 皮膚および皮下組織のその他の障害，他に分類されないもの L98 4 (5) 0.1%
172 脳および中枢神経系の性状不詳または不明の新生物 D43 4 (4) 0.1%
172 その他の膵内分泌障害 E16 4 (4) 0.1%
172 詳細不明の腎不全 N19 4 (4) 0.1%
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172 結節性多発（性）動脈炎および関連病態 M30 4 (3) 0.1%
172 骨の癒合障害 M84 4 (3) 0.1%
172 頸部の神経および脊髄の損傷 S14 4 (3) 0.1%
172 食道静脈瘤 I85 4 (2) 0.1%
172 その他の既知の胎児側の問題またはその疑いのための母体ケア O36 4 (2) 0.1%
172 丹每 A46 4 (1) 0.1%
172 会話および言語の特異的発達障害 F80 4 (1) 0.1%
172 乾せん＜癬＞ L40 4 (1) 0.1%
172 医学的人工流産 O04 4 (1) 0.1%
172 有害作用，他に分類されないもの T78 4 (1) 0.1%
172 股関節部および下肢の熱傷および腐食，足首および足を除く T24 4 (0) 0.1%
197 詳細不明の糖尿病 E14 3 (13) 0.1%
197 持続性気分［感情］障害 F34 3 (10) 0.1%
197 その他の体液，電解質および酸塩基平衡障害 E87 3 (9) 0.1%
197 食道のその他の疾患 K22 3 (9) 0.1%
197 喉頭の悪性新生物 C32 3 (6) 0.1%
197 手首および手の外傷性切断 S68 3 (6) 0.1%
197 広汎性発達障害 F84 3 (5) 0.1%
197 胃炎および十二指腸炎 K29 3 (5) 0.1%
197 前腕の筋および腱の損傷 S56 3 (5) 0.1%
197 他に分類される障害または疾病に関連する心理的または行動的要因 F54 3 (4) 0.1%
197 その他および詳細不明の原因による髄膜炎 G03 3 (4) 0.1%
197 パーキンソン＜Ｐａｒｋｉｎｓｏｎ＞病 G20 3 (4) 0.1%
197 発作性頻拍（症） I47 3 (4) 0.1%
197 肝線維症および肝硬変 K74 3 (4) 0.1%
197 その他の女性骨盤炎症性疾患 N73 3 (4) 0.1%
197 処置の合併症，他に分類されないもの T81 3 (4) 0.1%
197 静脈炎および血栓（性）静脈炎 I80 3 (3) 0.1%
197 上気道のその他の疾患 J39 3 (3) 0.1%
197 膿胸（症） J86 3 (3) 0.1%
197 頭部の開放創 S01 3 (3) 0.1%
197 気道内異物 T17 3 (3) 0.1%
197 高血圧性心疾患 I11 3 (2) 0.1%
197 肺水腫 J81 3 (2) 0.1%
197 肛門及び直腸のその他の疾患 K62 3 (2) 0.1%
197 精巣＜睾丸＞炎および精巣上体＜副睾丸＞炎 N45 3 (2) 0.1%
197 卵巣，卵管および子宮広間膜の非炎症性障害 N83 3 (2) 0.1%
197 新生児の哺乳上の問題 P92 3 (2) 0.1%
197 外傷の早期合併症，他に分類されないもの T79 3 (2) 0.1%
197 为として性的伝播様式をとるその他の感染症，他に分類されないもの A63 3 (1) 0.1%
197 下咽頭の悪性新生物 C13 3 (1) 0.1%
197 内分泌腺の性状不詳または不明の新生物 D44 3 (1) 0.1%
197 分裂感情障害 F25 3 (1) 0.1%
197 神経系のその他の変性疾患，他に分類されないもの G31 3 (1) 0.1%
197 その他の脊髄疾患 G95 3 (1) 0.1%
197 肺および縦隔の膿瘍 J85 3 (1) 0.1%
197 骨え＜壊＞死 M87 3 (1) 0.1%
197 妊娠中の糖尿病 O24 3 (1) 0.1%
197 脳のその他の先天奇形 Q04 3 (1) 0.1%
197 大型動脈の先天奇形 Q25 3 (1) 0.1%
197 肩甲＜上肢＞帯の関節および靭帯の脱臼，捻挫およびストレイン S43 3 (1) 0.1%
197 その他および部位不明の良性新生物 D36 3 (0) 0.1%
197 その他の無形成性貧血 D61 3 (0) 0.1%
197 播種性血管内凝固症候群［脱線維素症候群］ D65 3 (0) 0.1%
197 眼球の障害 H44 3 (0) 0.1%
197 中耳真珠腫（症） H71 3 (0) 0.1%
197 気管支拡張症 J47 3 (0) 0.1%
197 その他の結晶性関節障害 M11 3 (0) 0.1%
197 その他の炎症性脊椎障害 M46 3 (0) 0.1%
197 卵管炎および卵巣炎 N70 3 (0) 0.1%
197 下腻の表在損傷 S80 3 (0) 0.1%
247 卵巣の良性新生物 D27 2 (13) 0.0%
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247 既知の母体骨盤臓器の異常またはその疑いのための母体ケア O34 2 (13) 0.0%
247 ヘルペスウイルス［単純ヘルペス］感染症 B00 2 (9) 0.0%
247 身体表現性障害 F45 2 (8) 0.0%
247 脳血管疾患の続発・後遺症 I69 2 (8) 0.0%
247 その他の腸の機能障害 K59 2 (8) 0.0%
247 その他の貧血 D64 2 (7) 0.0%
247 精巣＜睾丸＞水瘤および精液瘤 N43 2 (7) 0.0%
247 本態性（原発性＜一次性＞）高血圧（症） I10 2 (6) 0.0%
247 多形紅斑 L51 2 (6) 0.0%
247 脳のその他の障害 G93 2 (5) 0.0%
247 急性腎不全 N17 2 (5) 0.0%
247 リンパ節の続発性および部位不明の悪性新生物 C77 2 (4) 0.0%
247 摂取物質による皮膚炎 L27 2 (4) 0.0%
247 新生児のけいれん＜痙攣＞ P90 2 (4) 0.0%
247 脳の損傷および機能不全ならびに身体疾患によるその他の精神障害 F06 2 (3) 0.0%
247 中等度精神遅滞 F71 2 (3) 0.0%
247 心膜のその他の疾患 I31 2 (3) 0.0%
247 脳内出血 I61 2 (3) 0.0%
247 動脈の塞栓症および血栓症 I74 2 (3) 0.0%
247 その他の慢性閉塞性肺疾患 J44 2 (3) 0.0%
247 じんま＜蕁麻＞疹 L50 2 (3) 0.0%
247 その他の慢性関節リウマチ M06 2 (3) 0.0%
247 滑膜炎および腱鞘炎 M65 2 (3) 0.0%
247 明らかなたんぱく＜蛋白＞尿を伴わない妊娠高血圧（症） O13 2 (3) 0.0%
247 早産 O60 2 (3) 0.0%
247 多部位の表在損傷 T00 2 (3) 0.0%
247 体幹の熱傷および腐食 T21 2 (3) 0.0%
247 多部位の熱傷および腐食 T29 2 (3) 0.0%
247 呼吸器結核，細菌学的または組織学的に確認されていないもの A16 2 (2) 0.0%
247 子宮頸（部）の悪性新生物 C53 2 (2) 0.0%
247 結腸，直腸，肛門および肛門管の良性新生物 D12 2 (2) 0.0%
247 良性脂肪腫性新生物（脂肪腫を含む） D17 2 (2) 0.0%
247 重度精神遅滞 F72 2 (2) 0.0%
247 その他の呼吸器障害 J98 2 (2) 0.0%
247 その他の関節炎 M13 2 (2) 0.0%
247 出生時仮死 P21 2 (2) 0.0%
247 骨盤臓器の損傷 S37 2 (2) 0.0%
247 肩および上腕の筋および腱の損傷 S46 2 (2) 0.0%
247 手首および手の開放創 S61 2 (2) 0.0%
247 手首および手の関節および靭帯の脱臼，捻挫およびストレイン S63 2 (2) 0.0%
247 消化管内異物 T18 2 (2) 0.0%
247 他に分類されるその他の疾患の痴呆 F02 2 (1) 0.0%
247 非リウマチ性僧帽弁障害 I34 2 (1) 0.0%
247 痔核 I84 2 (1) 0.0%
247 急性細気管支炎 J21 2 (1) 0.0%
247 腹壁ヘルニア K43 2 (1) 0.0%
247 潰瘍性大腸炎 K51 2 (1) 0.0%
247 急性リンパ節炎 L04 2 (1) 0.0%
247 化膿性関節炎 M00 2 (1) 0.0%
247 女性性器のポリープ N84 2 (1) 0.0%
247 子宮のその他の非炎症性障害，子宮頸（部）を除く N85 2 (1) 0.0%
247 現在の妊娠とは無関係の場合もありうる母体の病態により影響を受けた胎児および新生児 P00 2 (1) 0.0%
247 母斑症，他に分類されないもの Q85 2 (1) 0.0%
247 頸部の表在損傷 S10 2 (1) 0.0%
247 頸部の骨折 S12 2 (1) 0.0%
247 胸部＜郭＞の表在損傷 S20 2 (1) 0.0%
247 非オピオイド系鎮痚薬，解熱薬および抗リウマチ薬による中每 T39 2 (1) 0.0%
247 利尿薬，その他および詳細不明の薬物，薬剤および生物学的製剤による中每 T50 2 (1) 0.0%
247 詳細不明の皮膚および粘膜病変を特徴とするウイルス感染症 B09 2 (0) 0.0%
247 その他の急性ウイルス肝炎 B17 2 (0) 0.0%
247 伝染性単核症 B27 2 (0) 0.0%
247 部位不明のウイルス感染症 B34 2 (0) 0.0%
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247 その他の腸ぜん＜蠕＞虫症，他に分類されないもの B81 2 (0) 0.0%
247 後天性溶血性貧血 D59 2 (0) 0.0%
247 卵巣機能障害 E28 2 (0) 0.0%
247 その他の内分泌障害 E34 2 (0) 0.0%
247 涙器の障害 H04 2 (0) 0.0%
247 急性副鼻腔炎 J01 2 (0) 0.0%
247 慢性鼻炎，鼻咽頭炎および咽頭炎 J31 2 (0) 0.0%
247 歯肉炎および歯周疾患 K05 2 (0) 0.0%
247 その他の腹部ヘルニア K45 2 (0) 0.0%
247 肛門部および直腸部の裂（溝）および瘻（孔） K60 2 (0) 0.0%
247 第１手根中手関節の関節症 M18 2 (0) 0.0%
247 全身性エリテマトーデス＜紅斑性狼瘡＞＜ＳＬＥ＞ M32 2 (0) 0.0%
247 股関節および骨盤の若年性骨軟骨症＜骨端症＞ M91 2 (0) 0.0%
247 前置胎盤 O44 2 (0) 0.0%
247 周産期に発生したその他の呼吸器病態 P28 2 (0) 0.0%
247 周産期に発生した心血管障害 P29 2 (0) 0.0%
247 股関節部および大腻の開放創 S71 2 (0) 0.0%
247 足首および足の表在損傷 S90 2 (0) 0.0%
247 その他の体内プロステーシス，挿入物および移植片の合併症 T85 2 (0) 0.0%
329 詳細不明の痴呆 F03 1 (11) 0.0%
329 部位の明示されない悪性新生物 C80 1 (8) 0.0%
329 甲状腺中每症［甲状腺機能亢進症］ E05 1 (6) 0.0%
329 水痘［鶏痘］ B01 1 (5) 0.0%
329 アルツハイマー＜Ａｌｚｈｅｉｍｅｒ＞病 G30 1 (5) 0.0%
329 低血圧（症） I95 1 (5) 0.0%
329 周産期に特異的なその他の感染症 P39 1 (5) 0.0%
329 頭部の表在損傷 S00 1 (5) 0.0%
329 無顆粒球症 D70 1 (4) 0.0%
329 反復性うつ病性障害 F33 1 (4) 0.0%
329 心筋症 I42 1 (4) 0.0%
329 心（臓）中隔の先天奇形 Q21 1 (4) 0.0%
329 腎盂の先天性閉塞性欠損および尿管の先天奇形 Q62 1 (4) 0.0%
329 眼球および眼窩の損傷 S05 1 (4) 0.0%
329 皮膚のその他の悪性新生物 C44 1 (3) 0.0%
329 ろ＜濾＞胞性［結節性］非ホジキン＜ｎｏｎ－Ｈｏｄｇｋｉｎ＞リンパ腫 C82 1 (3) 0.0%
329 類天疱瘡 L12 1 (3) 0.0%
329 神経因性腼胱（機能障害），他に分類されないもの N31 1 (3) 0.0%
329 その他の腼胱障害 N32 1 (3) 0.0%
329 その他の産科的外傷 O71 1 (3) 0.0%
329 停留精巣＜睾丸＞ Q53 1 (3) 0.0%
329 その他の外因の作用 T75 1 (3) 0.0%
329 リンパ性白血病 C91 1 (2) 0.0%
329 その他の部位の静脈瘤 I86 1 (2) 0.0%
329 インフルエンザ菌による肺炎 J14 1 (2) 0.0%
329 その他の非感染性胃腸炎および非感染性大腸炎 K52 1 (2) 0.0%
329 過敏性腸症候群 K58 1 (2) 0.0%
329 皮膚膿瘍，せつ＜フルンケル＞および　よう＜カルブンケル＞ L02 1 (2) 0.0%
329 結節性紅斑 L52 1 (2) 0.0%
329 皮膚および皮下組織の毛包のう＜嚢＞胞 L72 1 (2) 0.0%
329 膝内障 M23 1 (2) 0.0%
329 その他の関節障害，他に分類されないもの M25 1 (2) 0.0%
329 全身性硬化症 M34 1 (2) 0.0%
329 その他の軟部組織障害，他に分類されないもの M79 1 (2) 0.0%
329 尿細管間質性腎炎，急性または慢性と明示されないもの N12 1 (2) 0.0%
329 分娩後出血 O72 1 (2) 0.0%
329 体内整形外科的プロステーシス，挿入物および移植片の合併症 T84 1 (2) 0.0%
329 愁訴がないまたは診断名の記載がない者の一般検査および診査 Z00 1 (2) 0.0%
329 心臓，縦隔および胸膜の悪性新生物 C38 1 (1) 0.0%
329 甲状腺の悪性新生物 C73 1 (1) 0.0%
329 中耳および呼吸器系の良性新生物 D14 1 (1) 0.0%
329 栄養性消耗症＜マラスムス＞ E41 1 (1) 0.0%
329 ミネラル＜鉱質＞代謝障害 E83 1 (1) 0.0%
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329 鎮静薬または催眠薬使用による精神および行動の障害 F13 1 (1) 0.0%
329 急性一過性精神病性障害 F23 1 (1) 0.0%
329 その他の非器質性精神病性障害 F28 1 (1) 0.0%
329 角膜炎 H16 1 (1) 0.0%
329 その他の肺性心疾患 I27 1 (1) 0.0%
329 肺好酸球症，他に分類されないもの J82 1 (1) 0.0%
329 中每性肝疾患 K71 1 (1) 0.0%
329 アトピー性皮膚炎 L20 1 (1) 0.0%
329 その他の関節症 M19 1 (1) 0.0%
329 その他の滑液包障害 M71 1 (1) 0.0%
329 バルトリン＜Ｂａｒｔｈｏｌｉｎ＞腺の疾患 N75 1 (1) 0.0%
329 外陰および会陰のその他の非炎症性障害 N90 1 (1) 0.0%
329 既知の胎位異常またはその疑いのための母体ケア O32 1 (1) 0.0%
329 母体の骨盤異常による分娩停止 O65 1 (1) 0.0%
329 頭皮の出産損傷 P12 1 (1) 0.0%
329 新生児吸引症候群 P24 1 (1) 0.0%
329 その他の新生児出血 P54 1 (1) 0.0%
329 多指＜趾＞（症） Q69 1 (1) 0.0%
329 え＜壊＞疽，他に分類されないもの R02 1 (1) 0.0%
329 頭蓋内損傷 S06 1 (1) 0.0%
329 頭部のその他および詳細不明の損傷 S09 1 (1) 0.0%
329 手首および手の神経損傷 S64 1 (1) 0.0%
329 股関節部および大腻の表在損傷 S70 1 (1) 0.0%
329 脊椎骨折，部位不明 T08 1 (1) 0.0%
329 頭部および頸部の熱傷および腐食 T20 1 (1) 0.0%
329 向精神薬による中每，他に分類されないもの T43 1 (1) 0.0%
329 为として平滑筋，骨格筋および呼吸器系に作用する薬物による中每 T48 1 (1) 0.0%
329 有機溶剤の每作用 T52 1 (1) 0.0%
329 一酸化炭素の每作用 T58 1 (1) 0.0%
329 食物として摂取されたその他の有害物質による每作用 T62 1 (1) 0.0%
329 百日咳 A37 1 (0) 0.0%
329 レンサ球菌性敗血症 A40 1 (0) 0.0%
329 その他の細菌性疾患，他に分類されないもの A48 1 (0) 0.0%
329 詳細不明の真菌症 B49 1 (0) 0.0%
329 その他および詳細不明の感染症 B99 1 (0) 0.0%
329 鼻＜上＞咽頭の悪性新生物 C11 1 (0) 0.0%
329 陰茎の悪性新生物 C60 1 (0) 0.0%
329 精巣＜睾丸＞の悪性新生物 C62 1 (0) 0.0%
329 皮膚の上皮内癌 D04 1 (0) 0.0%
329 泌尿器の良性新生物 D30 1 (0) 0.0%
329 他に分類される慢性疾患における貧血 D63 1 (0) 0.0%
329 白血球のその他の障害 D72 1 (0) 0.0%
329 血液および造血器のその他の疾患 D75 1 (0) 0.0%
329 非糖尿病性低血糖性昏睡 E15 1 (0) 0.0%
329 その他の副腎障害 E27 1 (0) 0.0%
329 肣満（症） E66 1 (0) 0.0%
329 糖たんぱく＜蛋白＞代謝障害 E77 1 (0) 0.0%
329 解離性［転換性］障害 F44 1 (0) 0.0%
329 その他の多発（性）ニューロパチ＜シ＞ー G62 1 (0) 0.0%
329 虹彩毛様体炎 H20 1 (0) 0.0%
329 その他の外耳障害 H61 1 (0) 0.0%
329 乳（様）突（起）炎および関連病態 H70 1 (0) 0.0%
329 中耳および乳様突起のその他の障害 H74 1 (0) 0.0%
329 その他の内耳疾患 H83 1 (0) 0.0%
329 心臓併発症の記載のないリウマチ熱 I00 1 (0) 0.0%
329 急性心筋炎 I40 1 (0) 0.0%
329 脳血管発作，脳出血または脳梗塞と明示されないもの I64 1 (0) 0.0%
329 脳動脈の閉塞および狭窄，脳梗塞に至らなかったもの I66 1 (0) 0.0%
329 動脈および細動脈のその他の障害 I77 1 (0) 0.0%
329 他に分類される疾患における肺炎 J17 1 (0) 0.0%
329 歯髄および根尖歯周組織の疾患 K04 1 (0) 0.0%
329 顎骨のその他の疾患 K10 1 (0) 0.0%
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329 口内炎および関連病変 K12 1 (0) 0.0%
329 食道炎 K20 1 (0) 0.0%
329 クローン＜Ｃｒｏｈｎ＞病［限局性腸炎］ K50 1 (0) 0.0%
329 膿か＜痂＞疹 L01 1 (0) 0.0%
329 皮膚および皮下組織のその他の局所感染症 L08 1 (0) 0.0%
329 その他の皮膚炎 L30 1 (0) 0.0%
329 （四）肢のその他の後天性変形 M21 1 (0) 0.0%
329 その他の明示された関節内障 M24 1 (0) 0.0%
329 強直性脊椎炎 M45 1 (0) 0.0%
329 使用，過使用および圧迫に関連する軟部組織障害 M70 1 (0) 0.0%
329 線維芽細胞性障害 M72 1 (0) 0.0%
329 骨髄炎 M86 1 (0) 0.0%
329 その他の骨障害 M89 1 (0) 0.0%
329 その他の若年性骨軟骨症＜骨端症＞ M92 1 (0) 0.0%
329 詳細不明の腎炎症候群 N05 1 (0) 0.0%
329 詳細不明の萎縮腎 N26 1 (0) 0.0%
329 精巣＜睾丸＞捻転 N44 1 (0) 0.0%
329 乳房の詳細不明の塊＜ｌｕｍｐ＞ N63 1 (0) 0.0%
329 流産，子宮外妊娠および胞状奇胎妊娠に続発する合併症 O08 1 (0) 0.0%
329 明らかなたんぱく＜蛋白＞尿を伴う妊娠高血圧（症） O14 1 (0) 0.0%
329 胎位異常および胎向異常による分娩停止 O64 1 (0) 0.0%
329 分娩のその他の合併症，他に分類されないもの O75 1 (0) 0.0%
329 産じょく＜褥＞性敗血症 O85 1 (0) 0.0%
329 周産期に発生した間質性気腫および関連病態 P25 1 (0) 0.0%
329 その他の一過性新生児電解質障害および代謝障害 P74 1 (0) 0.0%
329 神経系のその他の先天奇形 Q07 1 (0) 0.0%
329 合指＜趾＞（症） Q70 1 (0) 0.0%
329 皮膚のその他の先天奇形 Q82 1 (0) 0.0%
329 肘の関節および靭帯の脱臼，捻挫およびストレイン S53 1 (0) 0.0%
329 股関節部および大腻の筋および腱の損傷 S76 1 (0) 0.0%
329 下腻の開放創 S81 1 (0) 0.0%
329 足首および足のその他および詳細不明の損傷 S99 1 (0) 0.0%
329 尿路性器内異物 T19 1 (0) 0.0%
329 肩および上肢の熱傷および腐食，手首および手を除く T22 1 (0) 0.0%
329 足首および足の熱傷および腐食 T25 1 (0) 0.0%
329 低体温（症） T68 1 (0) 0.0%
329 頸部および体幹損傷の続発・後遺症 T91 1 (0) 0.0%
329 下肢の損傷の続発・後遺症 T93 1 (0) 0.0%
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《地域別疾病上位30疾患》

順位 为傷病名 順位 为傷病名

1 直腸の悪性新生物 196 (154) 5.1% (3.7%) 1 単胎自然分娩 127 (102) 9.7% (7.0%)
2 単胎自然分娩 166 (174) 4.3% (4.2%) 2 老人性白内障 45 (105) 3.4% (7.2%)
3 老人性白内障 117 (270) 3.0% (6.5%) 3 大腻骨骨折 43 (34) 3.3% (2.3%)
4 細菌性肺炎 115 (152) 3.0% (3.7%) 4 狭心症 42 (46) 3.2% (3.2%)
5 結腸の悪性新生物 107 (80) 2.8% (1.9%) 5 急性気管支炎 30 (27) 2.3% (1.9%)
6 狭心症 85 (98) 2.2% (2.4%) 6 前立腺の悪性新生物 29 (19) 2.2% (1.3%)
7 胆石症 84 (43) 2.2% (1.0%) 7 胆石症 27 (22) 2.1% (1.5%)
8 胃の悪性新生物 83 (82) 2.1% (2.0%) 7 偽陣痚 27 (9) 2.1% (0.6%)
9 腸のその他の疾患 78 (61) 2.0% (1.5%) 7 帝王切開による単胎分娩 27 (28) 2.1% (1.9%)

10 乳房の悪性新生物 74 (79) 1.9% (1.9%) 10 結腸の悪性新生物 25 (8) 1.9% (0.6%)
11 前立腺の悪性新生物 70 (61) 1.8% (1.5%) 10 下腻の骨折，足首を含む 25 (28) 1.9% (1.9%)
12 急性気管支炎 67 (64) 1.7% (1.6%) 12 肝および肝内胆管の悪性新生物 24 (7) 1.8% (0.5%)
13 慢性腎不全 60 (42) 1.5% (1.0%) 13 細菌性肺炎 20 (31) 1.5% (2.1%)
14 2型糖尿病 57 (44) 1.5% (1.1%) 14 胃の悪性新生物 19 (9) 1.5% (0.6%)
15 大腻骨骨折 56 (47) 1.4% (1.1%) 15 腸のその他の疾患 18 (17) 1.4% (1.2%)
16 下痢および胃腸炎 54 (65) 1.4% (1.6%) 15 妊娠早期の出血 18 (4) 1.4% (0.3%)
16 誤嚥性肺炎 54 (56) 1.4% (1.4%) 17 統合失調症 17 (10) 1.3% (0.7%)
16 偽陣痚 54 (39) 1.4% (0.9%) 18 麻痺性イレウスおよび腸閉塞 16 (17) 1.2% (1.2%)
19 麻痺性イレウスおよび腸閉塞 53 (64) 1.4% (1.6%) 19 そけい＜鼡径＞ヘルニア 15 (13) 1.1% (0.9%)
20 前庭機能障害 52 (9) 1.3% (0.2%) 19 慢性腎不全 15 (19) 1.1% (1.3%)
21 呼吸器および消化器の続発性悪性新生物 51 (50) 1.3% (1.2%) 21 受胎のその他の異常生成物 14 (13) 1.1% (0.9%)
22 心不全 46 (48) 1.2% (1.2%) 22 腼胱の悪性新生物 13 (14) 1.0% (1.0%)
23 帝王切開による単胎分娩 44 (23) 1.1% (0.6%) 23 下痢および胃腸炎 12 (41) 0.9% (2.8%)
24 卵巣の悪性新生物 42 (9) 1.1% (0.2%) 23 急性心筋梗塞 12 (17) 0.9% (1.2%)
25 下腻の骨折，足首を含む 36 (29) 0.9% (0.7%) 23 心不全 12 (14) 0.9% (1.0%)
26 気管支および肺の悪性新生物 35 (64) 0.9% (1.6%) 23 低出生体重児 12 (16) 0.9% (1.1%)
26 気管支喘息発作 35 (71) 0.9% (1.7%) 27 慢性虚血性心疾患 11 (11) 0.8% (0.8%)
28 そけい＜鼡径＞ヘルニア 33 (34) 0.9% (0.8%) 27 急性上気道感染症 11 (10) 0.8% (0.7%)
29 心停止 32 (26) 0.8% (0.6%) 27 消化器系のその他の疾患 11 (1) 0.8% (0.1%)
30 受胎のその他の異常生成物 30 (23) 0.8% (0.6%) 30 子宮体部の悪性新生物 10 (1) 0.8% (0.1%)

30 閉塞性および逆流性尿路疾患 10 (15) 0.8% (1.0%)

※市内の退院数は3879名、市外では1306名である。
※共に多い疾患が単胎自然分娩、老人性白内障であるが、市外の単胎自然分娩では市外の10％ほど占めている。
※市内に多い疾患では直腸の悪性新生物であり、市外では7名(0.6%）ほどである。
※市外に多い疾患では肝および肝内胆管の悪性新生物であり、市内では18名（0.5%）ほどである。
（市内、市外で悪性新生物に差が出ているのは化学療法のための同一患者が入退院を繰り返したため差が生じている。）

※（）内は昨年度の値である

Ｈ21年4月1日～Ｈ22年3月31日

【市内】 【市外】

疾病数（昨年度） 割合（昨年度） 疾病数（昨年度） 割合（昨年度）
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《救急車利用者》 《年齢別受診患者》

1歳未満

10,741
100.0%

合 計 10,741 (10,997) 100% (10,997)
不 明 3 (4) 0.0% (0.0%)

合計

43 0.4%

国 外 12 (16) 0.1% (0.1%) (54) (0.5%)
道 外 161 (187) 1.5% (1.7%)

死亡

78 0.7%

そ の 他 道 内 237 (270) 2.2% (2.5%) (86) (0.8%)
遠 別 町 64 (99) 0.6% (0.9%)

外来へ引継ぎ

31(132) 1.2% (1.2%)
転送

0.3%

幌 延 町 127 (177) 1.2% (1.6%) (22) (0.2%)
天 塩 町 130

9,450 88.0%

利 尻 富 士 町 62 (50) 0.6% (0.5%) (9,569) (87.0%)
利 尻 町 48 (46) 0.4% (0.4%)

帰宅

41 (30) 0.4% (0.3%) (1,266) (11.5%)

割合

豊 富 町 455 (429) 4.2% (3.9%)
入院

1,139 10.6%

礼 文 町

合計 10,741 (10,997)

枝 幸 町 11 (20) 0.1% (0.2%) 転帰 患者数
中 頓 別 町 5 (8) 0.0% (0.1%) 《救急外来転帰》

(253)

浜 頓 別 町 17 (29) 0.2% (0.3%) 90歳以上 177 (179)

382 (358)

住所

猿 払 村 236 (234) 2.2% (2.1%) 85～89歳 254

(428)

【】内は小児科の土曜日の割合
合計

1,059

稚 内 市 9,132 (9,266) 85.1% (84.2%) 80～85歳

患者数 割合 ※【】内はヘリで当院へ搬送 75～79歳 431

(398)

《市町村別受診数》 (1,088) 70～74歳 457

(548)
(39)

(443)

(3.6%) 60～64歳 444 (479)

100.0%
65～69歳

4 (5) 0.0% (0.0%)
不明

358

57【2】 5.4% 55～59歳 451
耳 鼻 咽 喉 科 476 (396) 4.4% (3.6%)

合 計 10,741 (10,997) 100%
透 析

(135)
病院間搬送

166 15.7% 45～49歳 343 (316)

(12.4%) 50～54歳 319 (358)

(48) (4.4%) 40～44歳 350 (391)

眼 科 202 (268) 1.9% (2.4%)

40267 (301) 2.5% (2.7%) 3.8% 35～39歳 514 (495)

精 神 神 経 科 202 (249) 1.9% (2.3%)

泌 尿 器 科
死亡

皮 膚 科 808 (849) 7.5% (7.7%) (19)
重篤

21 2.0% 25～29歳 550 (592)

(1.7%) 30～34歳 569 (558)

(114) (10.5%) 20～24歳 449 (442)

産 婦 人 科 420 (419) 3.9% (3.8%)

103 9.7% 15～19歳 512 (343)

整 形 外 科 1,243 (1,365) 11.6% (12.4%)

(26.5%) 10～14歳 718 (571)

外 科 190 (250) 1.8% (2.3%)
重症

28.3% 5～9歳 1,261 (1,354)

（ 再 掲 ）土 曜日 午前 受信 者数 847 (967) 【23.6%】 【25.4%】 (288)

1～4歳 1,798 (2,020)

小 児 科 3,597 (3,800) 33.4% (34.6%)
中等症

300

35.1% 404 (471)

循 環 器 科 326 (339) 3.0% (3.1%) (445) (40.9%)

割合 年齢階層 患者数

内 科 3,006 (2,756) 28.1% (25.1%)
軽症

372

《診療科別受診数》

診療科 患者数 割合 重症区分 患者数

救急車利用患者数 1,059 (1,088)

救急車利用患者割合 9.9% (9.9%)

(10,997)
2009/4/1～2010/3/31

女 5,485 (5,684) ※（）内は昨年度のデータ

《救急外来来院患者の状況》累計

全体数
男 5,256 (5,313)

10,741

稚内市

85.1%

猿払村

2.2%

浜頓別町

0.2%
中頓別町

0.0%

枝幸町

0.1%

豊富町

4.2%

礼文町

0.4%

利尻町

0.4%

利尻富士町

0.6%

天塩町

1.2%

幌延町

1.2% 遠別町

0.6%

その他道内

2.2%

道外

1.5%

国外

0.1%

不明

0.0%

その他

14.9%

地域別患者構成比

帰宅

88.0%

入院

10.6%

転送

0.3%

外来へ

引継ぎ

0.7%

死亡

0.4%

その他

12.0%

救急外来構成比

30



《疾病別受診数》 《疾病数上位30疾患》

1 1

2 2

3

4

4 5

5 6

6 7

7 8

8 9

9 10

10 11

11 12

12 13

13 14

14 14

15 16

16 17

17 17

19

19

19 21

20 21

23

24

24

26
27

28

29

30

《救急車使用疾病数上位10疾患》

1 ※新型インフルエンザの影響により、発熱等を伴う救外患者が10月より急増した事を受け、

2 10月末～11月の間、日曜日に医師会の協力で市内開業医が開院していただいた。

3
4
5
6
7
8
8

10 頭部の表在損傷 22 (20) 2.1% (1.8%)

心不全 23 (20) 2.2% (1.8%)

背部痚 23 (23) 2.2% (2.1%)

心肺停止 31 (36) 2.9% (3.3%)

吐血や下血 25 (24) 2.4% (2.2%)

めまい 37 (20) 3.5% (1.8%)

腹痚 35 (32) 3.3% (2.9%)

肺炎 53 (44) 5.0% (4.0%)

意識障害 43 (52) 4.1% (4.8%)

疾病名 患者数 割合

大腻骨骨折 59 (44) 5.6% (4.0%)

便秘 71 (65) 0.7% (0.6%)
眼痚 66 (57) 0.6% (0.5%)

処方箋の発行 73 (123) 0.7% (1.1%)
手の打撲傷 72 (79) 0.7% (0.7%)

(63) 0.7% (0.6%)
喘息 74 (112) 0.7% (1.0%)

合計 10,741 (10,997) 100% 大腻骨骨折 80

包帯亣換など 88 (121) 0.8% (1.1%)
頭痚 80 (73) 0.7% (0.7%)

92 (135) 0.9% (1.2%)

21
健康状態に影響をおよぼす要因および保健サービス
の利用（Z00-Z99 ）

331 (621) 3.1% (5.6%)

92 (122) 0.9% (1.1%)
傷病および死亡の外因（V01-Y98） 0 (0) 0.0% (0.0%) 呼吸困難

損傷.中每およびその他の外因の影響（S00-T98 ） 1,451 (1,512) 13.5% (13.7%) 肺炎

筋肉痚など为に四肢の痚み 93 (82) 0.9% (0.7%)
咽喉痚および胸痚 93 (157) 0.9% (1.4%)

96 (140) 0.9% (1.3%)

18
症状,徴候および異常臨床所見・異常検査所見で他に
分類されないもの（R00-R99 ）

4,787 (4,837) 44.7% (44.0%)

96 (127) 0.9% (1.2%)
先天奇形，変形および染色体異常（Q00-Q99） 1 (0) 0.0% (0.0%) じんま＜蕁麻＞疹

100 (110) 0.9% (1.0%)
周産期に発生した病態（P00-P96） 3 (2) 0.0% (0.0%) 気管支喘息発作

106 (135) 1.0% (1.2%)
妊娠，分娩および産じょく＜褥＞（O00-O99 ） 165 (121) 1.5% (1.1%) 関節痚

106 (116) 1.0% (1.1%)
尿路性器系の疾患（N00-N99） 161 (205) 1.5% (1.9%) 手の切創

118 (145) 1.1% (1.3%)
筋骨格系および結合組織の疾患（M00-M99） 451 (458) 4.2% (4.2%) 耳痚

127 (106) 1.2% (1.0%)
皮膚および皮下組織の疾患（L00-L99） 200 (216) 1.9% (2.0%) 急性咽頭炎

136 (97) 1.3% (0.9%)
消化器系の疾患（K00-K93） 341 (315) 3.2% (2.9%) めまい

158 (137) 1.5% (1.2%)
呼吸器系の疾患（J00-J99） 1,547 (1,353) 14.4% (12.3%) 高血圧

171 (184) 1.6% (1.7%)
循環器系の疾患（I00-I99） 314 (273) 2.9% (2.5%) 頭部の表在損傷

200 (232) 1.9% (2.1%)
耳および乳様突起の疾患（H60-H95） 165 (151) 1.5% (1.4%) 背部痚

240 (353) 2.2% (3.2%)
眼および付属器の疾患（H00-H59） 123 (155) 1.1% (1.4%) 発疹

254 (307) 2.4% (2.8%)
神経系の疾患（G00-G99） 51 (47) 0.5% (0.4%) 悪心および嘔吐

255 (523) 2.4% (4.8%)
精神および行動の障害（F00-F99） 102 (139) 0.9% (1.3%) 下痢および胃腸炎

内分泌，栄養および代謝疾患（E00-E90） 57 (67) 0.5% (0.6%) 咳

5.8% (5.3%)
急性鼻咽頭炎［かぜ］ 309 (348) 2.9% (3.2%)

(3.5%)

3
血液および造血器の疾患ならびに免疫機構の障害
（D50-D89）

29 (12) 0.3% (0.1%)
腹痚 624 (584)

(18.4%)
新生物(悪性新生物)（C00-D48） 56 (60) 0.5% (0.5%) インフルエンザ 715 (385) 6.7%

割合

感染症および寄生虫症（A00-B99） 406 (453) 3.8% (4.1%) 発熱 2,523 (2,026) 23.5%

《救急外来来院患者の状況》疾病別

疾病別（大分類） 患者数 割合 疾病名 患者数

31


